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東京海上東京海上東京海上東京海上ホールディングスホールディングスホールディングスホールディングスのののの経営指標経営指標経営指標経営指標

2002200220022002年度年度年度年度 2003200320032003年度年度年度年度 2004200420042004年度年度年度年度 2005200520052005年度年度年度年度 2006200620062006年度年度年度年度 2007200720072007年度年度年度年度 2008200820082008年度年度年度年度 2009200920092009年度年度年度年度
2010201020102010年度年度年度年度
（（（（見込見込見込見込））））

　　　　経常収益経常収益経常収益経常収益 29,290億円 27,757億円 28,994億円 33,999億円 42,185億円 37,100億円 35,031億円 35,708億円 32323232,,,,800800800800億円億円億円億円

　　　　当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益 566億円 1,114億円 676億円 899億円 930億円 1,087億円 231億円 1,284億円 1111,,,,150150150150億円億円億円億円

　　　　修正利益修正利益修正利益修正利益 *1 1,050億円 1,721億円 518億円 1,387億円 1,697億円 1,432億円 ▲525億円 1,654億円 1111,,,,000000000000億円億円億円億円

　　　　修正修正修正修正ＲＯＥＲＯＥＲＯＥＲＯＥ *1 3.8% 5.9% 1.6% 3.7% 3.8% 3.5% ▲1.7% 5.8% 3.3%3.3%3.3%3.3%

　　　　株主配当金株主配当金株主配当金株主配当金 *2 185億円 197億円 189億円 252億円 298億円 387億円 380億円 394億円 389389389389億円億円億円億円

　　　　１１１１株配当金株配当金株配当金株配当金 *3 20円 22円 22円 30円 36円 48円 48円 50円 50505050円円円円

　　　　自己株式取得自己株式取得自己株式取得自己株式取得 *4 － 1,000億円 924億円 701億円 850億円 900億円 500億円 - 500500500500億円億円億円億円 *6

　　　　政策株流動化政策株流動化政策株流動化政策株流動化 2,600億円 1,300億円 1,700億円 1,200億円 450億円 600億円 500億円 950億円 1,0001,0001,0001,000億円以上億円以上億円以上億円以上

　　　　期末株価期末株価期末株価期末株価 *5 1,472円 3,240円 3,120円 4,660円 4,360円 3,680円 2,395円 2,633円 2222,,,,374374374374円円円円

　　　　時価総額時価総額時価総額時価総額　　　　 *5 13,630億円 28,966億円 26,832億円 39,308億円 35,949億円 29,606億円 19,268億円 21,183億円 19191919,,,,099099099099億円億円億円億円

*1 2005年度は国内生保事業のEV算出の前提条件変更等の影響を除いた数値

*2 2010年度（見込）は、株式数が2009年度末と同じとした場合

*3 配当金は全て、2006年9月に実施した株式分割（500分割）後のベースで表示

*4 取得年度ベース。2006年度は日新火災との株式交換分578億円を除く
*5 2010年度は2010年11月26日現在。株価は全て、2006年9月に実施した株式分割（500分割）後のベースで表示

*6 上期に約250億円分を取得済み。追加で下期に約250億円分を取得予定

【【【【ｸｸｸｸﾞ゙゙゙ﾙｰﾌﾙｰﾌﾙｰﾌﾙｰﾌﾟ゚゚゚のののの信用格付信用格付信用格付信用格付けならびにけならびにけならびにけならびにｿﾙﾍｿﾙﾍｿﾙﾍｿﾙﾍﾞ゙゙゙ﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰ・・・・ﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾞ゙゙゙ﾝﾝﾝﾝ比率比率比率比率】】】】

【【【【世界世界世界世界のののの保険会社保険会社保険会社保険会社：：：：時価総額時価総額時価総額時価総額ﾗﾝｷﾝｸﾗﾝｷﾝｸﾗﾝｷﾝｸﾗﾝｷﾝｸﾞ゙゙゙】】】】 【【【【日本日本日本日本のののの金融機関金融機関金融機関金融機関：：：：時価総額時価総額時価総額時価総額ﾗﾝｷﾝｸﾗﾝｷﾝｸﾗﾝｷﾝｸﾗﾝｷﾝｸﾞ゙゙゙】】】】

（2010年11月29日現在）

格付会社格付会社格付会社格付会社 対対対対　　　　　　　　象象象象 東京海上日動東京海上日動東京海上日動東京海上日動 日新火災日新火災日新火災日新火災
東京海上日動東京海上日動東京海上日動東京海上日動
あんしんあんしんあんしんあんしん生命生命生命生命

東京海上日動東京海上日動東京海上日動東京海上日動
ﾌｨﾅﾝｼｬﾙﾌｨﾅﾝｼｬﾙﾌｨﾅﾝｼｬﾙﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命生命生命生命

 Ｓ＆Ｐ Ｓ＆Ｐ Ｓ＆Ｐ Ｓ＆Ｐ 保険財務力格付 AA / ネガティブ A+ / 安定的 AA / ネガティブ

 ﾑｰﾃ ﾑｰﾃ ﾑｰﾃ ﾑｰﾃﾞ゙゙゙ｨｰｽｨｰｽｨｰｽｨｰｽﾞ゙゙゙ 保険財務格付 Aa2 / 安定的

 A.M.Best A.M.Best A.M.Best A.M.Best 財務格付 A++ /安定的

発行体格付 AA+ / 安定的 AA / 安定的

保険金支払能力格付 AA+ / 安定的 AA+ / 安定的

長期優先債務格付 AAA / 安定的

保険金支払能力格付 AAA / 安定的

 ﾌｨｯﾁ ﾌｨｯﾁ ﾌｨｯﾁ ﾌｨｯﾁ・・・・ﾚｰﾃｨﾝｸﾚｰﾃｨﾝｸﾚｰﾃｨﾝｸﾚｰﾃｨﾝｸﾞ゙゙゙ｽｽｽｽ 保険会社財務格付 AA- /安定的

829.4% 770.7% 2,989.2% 1,069.5% ｿﾙﾍ ｿﾙﾍ ｿﾙﾍ ｿﾙﾍﾞ゙゙゙ﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰ・・・・ﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾞ゙゙゙ﾝﾝﾝﾝ比率比率比率比率（（（（10101010年年年年9999月末現在月末現在月末現在月末現在））））

 格付投資情報 格付投資情報 格付投資情報 格付投資情報ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ
　（Ｒ＆Ｉ）　（Ｒ＆Ｉ）　（Ｒ＆Ｉ）　（Ｒ＆Ｉ）

 日本格付研究所 日本格付研究所 日本格付研究所 日本格付研究所
　（ＪＣＲ）　（ＪＣＲ）　（ＪＣＲ）　（ＪＣＲ）

（2010年11月26日現在）

順位順位順位順位 社名社名社名社名 時価総額時価総額時価総額時価総額
1 三菱ＵＦＪﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ 56,744
2 三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ 36,341
3 みずほﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ 28,871
4444 東京海上東京海上東京海上東京海上ﾎｰﾙﾃﾎｰﾙﾃﾎｰﾙﾃﾎｰﾙﾃﾞ゙゙゙ｨﾝｸｨﾝｸｨﾝｸｨﾝｸﾞ゙゙゙ｽｽｽｽ 19,09919,09919,09919,099
5 野村ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 18,000
6 MS&ADﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 12,140
7 第一生命 12,069
8 NKSJﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 9,287
9 ｵﾘｯｸｽ 7,859
10 住友信託銀行　　　　　　　　　　　　　　 7,554
11 大和証券ｸﾞﾙｰﾌﾟ本社 6,647
12 T&Dﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 6,637
13 ｿﾆｰﾌｨﾅﾝｼｬﾙﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 6,483
14 りそなﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 6,427
15 横浜銀行　　　　　　　　　　　　　　　　 5,594
16 静岡銀行　　　　　　　　　　　　　　　　 5,006
17 中央三井ﾄﾗｽﾄ・ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 4,958
18 千葉銀行　　　　　　　　　　　　　　　　 4,405
19 みずほ信託銀行 3,769
20 みずほ証券 3,220

（単位：億円）

（2010年11月26日現在）

順位順位順位順位 社名社名社名社名 時価総額時価総額時価総額時価総額
1 ﾊﾞｰｸｼｬｰ・ﾊｻｳｪｰ 165,528
2 中国人寿保険 86,801
3 中国平安保険 62,046
4 ｱﾘｱﾝﾂ 43,931
5 ﾒｯﾄﾗｲﾌ 31,245
6 ING 30,685
7 ｱｸｻ 30,290
8 AIA 29,392
9 ﾁｭｰﾘｯﾋ 28,174
10 中国太平洋保険 26,059
11 ｼﾞｪﾈﾗﾘ 24,674
12 AIG 24,194
13 ﾐｭﾝﾍﾝ再保険 23,238
14 ﾏﾆｭﾗｲﾌ 21,228
15 ﾌﾟﾙﾃﾞﾝｼｬﾙ（米） 21,020
16 ﾄﾗﾍﾞﾗｰｽﾞ 20,972
17 ｱﾌﾗｯｸ 20,413
18 ｸﾞﾚｰﾄｳｴｽﾄ 20,287
19 ﾌﾟﾙﾃﾞﾝｼｬﾙ（英） 19,268
20202020 東京海上東京海上東京海上東京海上ﾎｰﾙﾃﾎｰﾙﾃﾎｰﾙﾃﾎｰﾙﾃﾞ゙゙゙ｨﾝｸｨﾝｸｨﾝｸｨﾝｸﾞ゙゙゙ｽｽｽｽ 19,09919,09919,09919,099

（単位：億円）
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２０１０２０１０２０１０２０１０年度第年度第年度第年度第２２２２四半期連結決算概要四半期連結決算概要四半期連結決算概要四半期連結決算概要

東京海上東京海上東京海上東京海上ホールディングスホールディングスホールディングスホールディングス連結連結連結連結 (単位：億円）

前年増減 前年増減率
経常収益経常収益経常収益経常収益 18,708 17,22517,22517,22517,225 ▲1,482 ▲7.9%

正味収入保険料 11,827 11,74911,74911,74911,749 ▲77 ▲0.7%
生命保険料 2,190 2,2752,2752,2752,275 85 3.9%
資産運用収益 3,262 1,8431,8431,8431,843 ▲1,418 ▲43.5%

経常利益経常利益経常利益経常利益 1,046 1,4811,4811,4811,481 435 41.6%
中間純利益中間純利益中間純利益中間純利益 712 952952952952 239 33.7%

参考参考参考参考：：：：東京海上日動単体東京海上日動単体東京海上日動単体東京海上日動単体 (単位：億円）

前年増減 前年増減率
正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料 8,702 8,7408,7408,7408,740 37 0.4%
保険引受利益保険引受利益保険引受利益保険引受利益 533 354354354354 ▲179 ▲33.6%
資産運用損益資産運用損益資産運用損益資産運用損益 446 1,1171,1171,1171,117 671 150.3%
経常利益経常利益経常利益経常利益 812 1,3361,3361,3361,336 524 64.5%
中間純利益中間純利益中間純利益中間純利益 563 935935935935 371 65.8%

2009200920092009年度年度年度年度
第第第第2222四半期四半期四半期四半期

実績実績実績実績

2010201020102010年度年度年度年度
第第第第2222四半期実績四半期実績四半期実績四半期実績

2010201020102010年度年度年度年度
第第第第2222四半期実績四半期実績四半期実績四半期実績

2009200920092009年度年度年度年度
第第第第2222四半期四半期四半期四半期

実績実績実績実績

【【【【連結決算連結決算連結決算連結決算】】】】

○経常収益

前年にﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命で計上した特別勘定資産運用益が、国内株式市況の悪化により損失に転じたことを
主因として、▲7.9%減収の17,225億円となった

・正味収入保険料：自動車・自賠責を中心に国内損保2社で増収となったものの、海外保険会社で円高の影響を強く
受けたことを主因に、▲0.7%減収の11,749億円となった

・生命保険料：あんしん生命で保有契約が順調に増加したことや、ｱｼﾞｱ生保で新商品販売や銀行窓販が好調であった
ことを主因に、3.9%増収の2,275億円となった

○経常利益・中間純利益

以下を主な要因として、それぞれ対前年比435億円、239億円増益の1,481億円、952億円となった

・東京海上日動において、株式売却を進めたことによる有価証券売却損益の増加や、円高に伴うﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞの
ﾍｯｼﾞ益増加等により、資産運用損益が大幅に増益

・英国保険子会社において、ﾄﾞﾙ高ﾎﾟﾝﾄﾞ安に伴い資産運用損益が増益

・ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱにおいて、引き続き高い成長性を維持し増益

【【【【東京海上日動単体決算東京海上日動単体決算東京海上日動単体決算東京海上日動単体決算】】】】（詳細はﾃﾞｰﾀ編P.29をご参照）

○保険引受利益

・自動車、火災等において発生保険金が増加したこと、および業務革新ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ関連ｺｽﾄをはじめとした社費の
増加により、保険引受利益は▲179億円減益の354億円となった

○資産運用損益

・海外子会社の配当金増を主因とした利息配当金収入の増加、有価証券売却損益の増加、円高に伴うﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ
のﾍｯｼﾞ益増加等により、資産運用損益は671億円増益の1,117億円となった

○経常利益・中間純利益

・保険引受利益の減益を資産運用損益の増益が上回り、経常利益は524億円増益の1,336億円、中間純利益は
371億円増益の935億円となった
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２０１０２０１０２０１０２０１０年度連結決算予想年度連結決算予想年度連結決算予想年度連結決算予想

東京海上東京海上東京海上東京海上ホールディングスホールディングスホールディングスホールディングス連結連結連結連結 (単位：億円）

2009200920092009年度年度年度年度
実績実績実績実績

前年増減率 前年増減 前年増減率

経常収益経常収益経常収益経常収益 35,708 33,600 ▲5.9% 32,80032,80032,80032,800 ▲2,908 ▲8.1%

正味収入保険料 22,929 23,372 1.9% 22,89422,89422,89422,894 ▲34 ▲0.2%

生命保険料 4,647 5,229 12.5% 3,7983,7983,7983,798 ▲849 ▲18.3%

経常利益経常利益経常利益経常利益 2,034 1,800 ▲11.5% 1,8001,8001,8001,800 ▲234 ▲11.5%

当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益 1,284 1,150 ▲10.4% 1,1501,1501,1501,150 ▲134 ▲10.4%

参考参考参考参考：：：：東京海上日動単体東京海上日動単体東京海上日動単体東京海上日動単体 (単位：億円）

2009200920092009年度年度年度年度
実績実績実績実績

前年増減率 前年増減 前年増減率

正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料 17,360 17,530 1.0% 17,46017,46017,46017,460 99 0.6%

保険引受利益保険引受利益保険引受利益保険引受利益 817 200 ▲75.5% 80808080 ▲737 ▲90.2%

資産運用損益資産運用損益資産運用損益資産運用損益 1,004 1,627 62.0% 1,7741,7741,7741,774 770 76.7%

経常利益経常利益経常利益経常利益 1,474 1,530 3.8% 1,5801,5801,5801,580 105 7.2%

当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益 944 1,040 10.1% 1,0901,0901,0901,090 145 15.4%

東京海上東京海上東京海上東京海上ホールディングスホールディングスホールディングスホールディングスのののの配当予想配当予想配当予想配当予想
2009200920092009年度年度年度年度 2010201020102010年度年度年度年度

1111株当株当株当株当たりたりたりたり年間配当年間配当年間配当年間配当 50円 50505050円円円円

中　　間 24円 25252525円円円円

期　　末 26円 25252525円円円円

2010201020102010年度年度年度年度
予想予想予想予想（（（（今回今回今回今回））））

2010201020102010年度年度年度年度
予想予想予想予想（（（（今回今回今回今回））））

2010201020102010年度年度年度年度
予想予想予想予想（（（（年初年初年初年初））））

2010201020102010年度年度年度年度
予想予想予想予想（（（（年初年初年初年初））））

（予想）

（予想）

【【【【連結決算連結決算連結決算連結決算】】】】

○経常収益

・ 09年度対比：ﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命での一部商品販売停止に伴う生命保険料減収等により、減収を見込む

・ 年初予想対比：上記と同様にﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命での生命保険料減収等を見込むことにより、下方修正

○経常利益・当期純利益

・ 09年度対比：年初に見込んでいた09年度増益要因の反動に加え、海外保険会社における円高の影響を
織り込むことから、減益を見込む

・ 年初予想対比：東京海上日動で円高に伴うﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞのﾍｯｼﾞ益をはじめとした資産運用損益の上方修正要因
があるものの、海外保険会社における円高による減益要因や、運用環境の悪化に伴うﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命での責任
準備金の積増負担増加等を見込むことにより、年初予想横ばい

【【【【東京海上日動単体決算東京海上日動単体決算東京海上日動単体決算東京海上日動単体決算】】】】（詳細は本編P.7をご参照）

○保険引受利益

・ 自然災害の減少、円高に伴う外貨建支払備金の積増負担減少などのﾌﾟﾗｽ要因がある一方、平年並みの大口
事故等の発生、IT関連ｺｽﾄ増等に伴う社費の増加、自動車の異常危険準備金残高減少に伴うﾈｯﾄ積増負担の
増加、自動車・火災等の発生保険金の増加等を見込むことにより、保険引受利益は▲737億円減益の80億円
を見込む

○資産運用損益

・ 海外子会社の配当金増を主因とした利息配当金収入の増加、有価証券売却損益の増加、有価証券評価損の
減少、円高に伴うﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞのﾍｯｼﾞ益増加等により、資産運用損益は770億円増益の1,774億円を見込む

○経常利益・当期純利益

・ 保険引受利益の減益を資産運用損益の増益が上回り、経常利益、当期純利益とも増益を見込む

【【【【予想予想予想予想のののの前提前提前提前提】】】】

2009200920092009年年年年3333月末月末月末月末
実績実績実績実績

2009200920092009年年年年9999月末月末月末月末
実績実績実績実績

2010201020102010年年年年3333月末月末月末月末
実績実績実績実績

2010201020102010年年年年9999月末月末月末月末
実績実績実績実績

2011201120112011年年年年3333月末月末月末月末
予想予想予想予想

円円円円ﾄﾄﾄﾄﾞ゙゙゙ﾙﾙﾙﾙ為替為替為替為替 98円23銭 90円21銭 93円04銭 83円82銭 83円82銭
円円円円ﾎﾎﾎﾎﾟ゚゚゚ﾝﾄﾝﾄﾝﾄﾝﾄﾞ゙゙゙為替為替為替為替 140円45銭 144円10銭 140円40銭 132円67銭 132円67銭
日経平均株価日経平均株価日経平均株価日経平均株価 8,109円 10,133円 11,089円 9,369円 9,369円
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２０１０２０１０２０１０２０１０年度年度年度年度修正利益予想修正利益予想修正利益予想修正利益予想（（（（今回今回今回今回））））

東京海上日動
の財務会計上
の当期純利益

＋＋＋＋
異常危険

準備金等繰入
（税引後）

＋＋＋＋
価格変動

準備金繰入
（税引後）

－

ALM債券・
金利ｽﾜｯﾌﾟ取引

に関する
売却・評価損益

（税引後）

－－－－

保有株式・
不動産等
に関する

売却・評価損益
（税引後）

－－－－
その他

特殊要素
（税引後）

＝＝＝＝
東京海上日動東京海上日動東京海上日動東京海上日動
のののの修正利益修正利益修正利益修正利益

1,090億円 85億円 25億円 38億円 457億円 205億円 500億円

（単位：億円）

2008200820082008年度年度年度年度
実績実績実績実績

2009200920092009年度年度年度年度
実績実績実績実績

2010201020102010年度年度年度年度
予想予想予想予想（（（（年初年初年初年初））））

2010201020102010年度年度年度年度
予想予想予想予想（（（（今回今回今回今回））））

今回今回今回今回----年初年初年初年初

  国内損害保険事業  国内損害保険事業  国内損害保険事業  国内損害保険事業 51 462 430 480480480480 50

  東京海上日動 169 546 450 500500500500 50

  日新火災 ▲107 2 20 20202020 0

  その他 ▲11 ▲86 ▲40 ▲40 ▲40 ▲40 ▲40 0

  国内生命保険事業  国内生命保険事業  国内生命保険事業  国内生命保険事業 ▲572 520 320 ▲20 ▲20 ▲20 ▲20 ▲340 

  あんしん生命 ▲60 322 330 220220220220 ▲110 

  フィナンシャル生命 ▲502 192 ▲10 ▲240 ▲240 ▲240 ▲240 ▲230 

  その他 ▲9 5 0 0000 0

  海外保険事業  海外保険事業  海外保険事業  海外保険事業 208 765 600 530530530530 ▲70 

  損害保険事業 232 697 590 520520520520 ▲70 

  フィラデルフィア社 － 285 240 230230230230 ▲10 

  北米 72 83 40 30303030 ▲10 

  中南米 ▲36 ▲61 ▲10 0000 10

  欧州 6 11 10 10101010 0

  アジア ▲5 52 60 50505050 ▲10 

  再保険 130 219 170 120120120120 ▲50 

  キルン社 69 105 80 80808080 0

  生命保険事業 ▲7 78 20 20202020 0

  金融  金融  金融  金融・・・・一般事業一般事業一般事業一般事業 ▲211 ▲94 10 10101010 0

  グループ  グループ  グループ  グループ合計合計合計合計 ▲525 1,654 1,360 1,0001,0001,0001,000 ▲360 

  グループ  グループ  グループ  グループ合計合計合計合計ROEROEROEROE ▲1.7% 5.8% 4.3% 3.3% 3.3% 3.3% 3.3% ▲1.0% 

事業事業事業事業ドメインドメインドメインドメイン

【【【【主主主主なななな増減要因増減要因増減要因増減要因】】】】（（（（10101010年度年度年度年度年初予想年初予想年初予想年初予想対比対比対比対比））））

○国内損保事業：年初予想対比+50億円の480億円

･ 東京海上日動：円高により、外貨建支払備金の積増負担が減少するとともに、ﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ損益が増加する
見込みとなったこと等により、年初予想対比+50億円の500億円を見込む

○国内生保事業：年初予想対比▲340億円の▲20億円

･ あんしん生命：超長期金利低下の影響により、年初予想対比▲110億円の220億円を見込む

･ ﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命：運用環境悪化の影響などにより、年初予想対比▲230億円の▲240億円を見込む

○海外保険事業：年初予想対比▲70億円の530億円

･ ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ社：卓越した営業力と規律ある引受により、ﾄﾞﾙﾍﾞｰｽの年初予想は達成見込みなるも、円高により、
円ﾍﾞｰｽでは年初予想対比▲10億円の230億円を見込む

･ 再保険：円高に加え、ﾏｰｹｯﾄｿﾌﾄ化の影響および自然災害が年初予想を上回ることなどから、年初予想対比
▲50億円の120億円を見込む

･ ｷﾙﾝ社：円高やﾏｰｹｯﾄｿﾌﾄ化の影響を受ける一方、当社100%出資ｼﾝｼﾞｹｰﾄにおける引受増加による増益等が
補い、年初予想同額の80億円を見込む

･ 以上の結果、海外保険事業合計では年初予想対比▲70億円の530億円となる見込み

○金融・一般事業：年初予想同額の10億円

･ 上期実績を踏まえ、年初予想同額の10億円を見込む

○ｸﾞﾙｰﾌﾟ合計：年初予想対比▲360億円の1,000億円

・ 以上の通り、主として、国内生保事業や海外保険事業において減益となることにより、ｸﾞﾙｰﾌﾟ合計の
10年度修正利益は、年初予想対比▲360億円の1,000億円を見込む
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グループグループグループグループ事業戦略事業戦略事業戦略事業戦略のののの概要概要概要概要

○○○○国内損保事業国内損保事業国内損保事業国内損保事業
●主力商品の商品・料率改定により収益性を向上させると共に、超保険等を活用した多種目販売(クロスセル）、

販売基盤の強化、マーケット開拓によって成長を実現する戦略

●合わせて、自動車保険における足元の損害率の上昇傾向を踏まえ、各種対策や取り組みを確実に実行し、
リザルト改善を図る

○○○○国内生保事業国内生保事業国内生保事業国内生保事業
●新商品の発売と生損保一体のチャネルによって、収益性向上を伴った成長を続ける戦略（あんしん生命）

●リスクコントロールを重視しつつ、事業基盤の効率化を図る戦略（フィナンシャル生命）

○○○○海外保険事業海外保険事業海外保険事業海外保険事業
●ソフト化局面においても規律ある引受の維持により収益性を向上させると共に、中長期的な利益成長に向け

グローバルに事業展開を図る戦略

○○○○資産運用戦略資産運用戦略資産運用戦略資産運用戦略
●グローバルなリスク管理体制の下、各社の保険負債の特性などに即して、許容リスクの範囲内で収益向上を

目指す戦略

○○○○リスクベースリスクベースリスクベースリスクベース経営経営経営経営（ＥＲＭ）（ＥＲＭ）（ＥＲＭ）（ＥＲＭ）
●健全性の維持と収益性（資本効率）向上を図る戦略

○○○○資本戦略資本戦略資本戦略資本戦略・・・・株主還元株主還元株主還元株主還元
●安定配当と機動的な自己株式取得による株主還元を行いつつ、強固な資本基盤を維持する戦略

○○○○国内損保事業国内損保事業国内損保事業国内損保事業
●主力商品の商品・料率改定により収益性を向上させると共に、超保険等を活用した多種目販売(クロスセル）、

販売基盤の強化、マーケット開拓によって成長を実現する戦略

●合わせて、自動車保険における足元の損害率の上昇傾向を踏まえ、各種対策や取り組みを確実に実行し、
リザルト改善を図る

○○○○国内生保事業国内生保事業国内生保事業国内生保事業
●新商品の発売と生損保一体のチャネルによって、収益性向上を伴った成長を続ける戦略（あんしん生命）

●リスクコントロールを重視しつつ、事業基盤の効率化を図る戦略（フィナンシャル生命）

○○○○海外保険事業海外保険事業海外保険事業海外保険事業
●ソフト化局面においても規律ある引受の維持により収益性を向上させると共に、中長期的な利益成長に向け

グローバルに事業展開を図る戦略

○○○○資産運用戦略資産運用戦略資産運用戦略資産運用戦略
●グローバルなリスク管理体制の下、各社の保険負債の特性などに即して、許容リスクの範囲内で収益向上を

目指す戦略

○○○○リスクベースリスクベースリスクベースリスクベース経営経営経営経営（ＥＲＭ）（ＥＲＭ）（ＥＲＭ）（ＥＲＭ）
●健全性の維持と収益性（資本効率）向上を図る戦略

○○○○資本戦略資本戦略資本戦略資本戦略・・・・株主還元株主還元株主還元株主還元
●安定配当と機動的な自己株式取得による株主還元を行いつつ、強固な資本基盤を維持する戦略

【【【【修正利益修正利益修正利益修正利益のののの構成比構成比構成比構成比】】】】

2010201020102010年年年年度度度度修正利益予想修正利益予想修正利益予想修正利益予想（（（（年初年初年初年初）））） 2010201020102010年年年年度度度度修正利益予想修正利益予想修正利益予想修正利益予想（（（（今回今回今回今回））））

（除くﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命）

国内生保事業
23%

国内損保事業
31%

海外保険事業
44%

金融･一般事業 金融･一般事業

ﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命
▲240億円

国内損保事業
39%

480億円

海外保険事業
43%

530億円

国内生保事業
（あんしん生命）

18%
220億円
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国内損保事業国内損保事業国内損保事業国内損保事業①①①① 東京海上日動東京海上日動東京海上日動東京海上日動のののの業績予想業績予想業績予想業績予想

前年増減前年増減前年増減前年増減 前年増減率前年増減率前年増減率前年増減率 今回今回今回今回----年初年初年初年初

817 200 80808080 ▲737 ▲90.2% ▲120

 正味収入保険料 正味収入保険料 正味収入保険料 正味収入保険料 17,360 17,530 17,46017,46017,46017,460 99 0.6% ▲70

 支払備金戻入 支払備金戻入 支払備金戻入 支払備金戻入 227 ▲6 105105105105 ▲121 ▲53.5% 111

 異常危険準備金戻入 異常危険準備金戻入 異常危険準備金戻入 異常危険準備金戻入 263 ▲133 ▲134▲134▲134▲134 ▲397 ▲151.1% ▲0

1,004 1,627 1,7741,7741,7741,774 770 76.7% 147

 利息及 利息及 利息及 利息及びびびび配当金収入配当金収入配当金収入配当金収入 1,084 1,335 1,3451,3451,3451,345 260 24.0% 9

 有価証券売却損益 有価証券売却損益 有価証券売却損益 有価証券売却損益 678 844 903903903903 225 33.2% 59

1,474 1,530 1,5801,5801,5801,580 105 7.2% 50

▲140 ▲100 ▲100▲100▲100▲100 39 ▲28.4% ▲0

944 1,040 1,0901,0901,0901,090 145 15.4% 50

2009200920092009年度年度年度年度
実績実績実績実績

2010201020102010年度予想年度予想年度予想年度予想（（（（今回今回今回今回））））

（単位：億円）

 保険引受利益 保険引受利益 保険引受利益 保険引受利益

 資産運用損益 資産運用損益 資産運用損益 資産運用損益

 経常利益 経常利益 経常利益 経常利益

 特別損益 特別損益 特別損益 特別損益

 当期純利益 当期純利益 当期純利益 当期純利益

2010201020102010年度年度年度年度
予想予想予想予想（（（（年初年初年初年初））））

【【【【種目別正味収入保険料予想種目別正味収入保険料予想種目別正味収入保険料予想種目別正味収入保険料予想】】】】
火 災・・・販売量の減少、大口契約の減収等により▲0.6%減収
海 上・・・上期の貿易物流環境の回復により通期でも3.2%増収
傷 害・・・ﾏｰｹｯﾄ開拓による販売量の増加等により4.7%増収
自動車・・・10年7月の商品・料率改定の効果を見込むものの、

ｴｺｶｰ補助金終了に伴う新車販売の落ち込みや等級
進行等の影響により▲0.3%減収

自賠責・・・下期にはｴｺｶｰ減税・補助金効果の反動による車販
台数減の影響があるものの、受再ｼｪｱ上昇により
2.8%増収

その他・・・前期の大口受再契約削減の反動により外地では増収
を見込むが、内地では賠責等において減収を見込み、
▲0.3%減収

【【【【保険引受利益保険引受利益保険引受利益保険引受利益】】】】

○正味収入保険料は、傷害におけるﾏｰｹｯﾄ開拓等による増収や、海上における貿易物流の回復による増収、自賠責
における受再ｼｪｱ上昇（元受の増収を反映したもの）による増収等により、0.6%増収の17,460億円を見込む

○自然災害の影響は減少するものの、平年並みの大口事故等の発生を見込むこと、業務革新ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ関連ｺｽﾄを
はじめとするIT関連ｺｽﾄの増加等に伴う社費の増加、自動車において異常危険準備金の残高減少に伴う取崩可能額
減少によるﾈｯﾄ積増負担の増加を見込むこと等により、保険引受利益は▲737億円減益の80億円を見込む

【【【【資産運用損益資産運用損益資産運用損益資産運用損益】】】】

○海外子会社配当金の増加などを主因とした利息配当金収入の増加、有価証券売却損益の増加、有価証券評価損の減少
等により、資産運用損益は770億円増益の1,774億円を見込む

【【【【当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益】】】】

○資産運用損益の増益により、当期純利益は145億円増益の1,090億円を見込む

【【【【今回予想今回予想今回予想今回予想とととと年初予想年初予想年初予想年初予想のののの差異差異差異差異】】】】

○正味収入保険料は、火災、自動車、その他種目において上期実績を踏まえ、年初予想を下方修正

○保険引受利益は、自然災害発生保険金の見込み引き下げ、円高による支払備金積増負担減少などのﾌﾟﾗｽ要因が
ある一方、自動車・火災等の発生保険金の増加、増収率の下方修正等の影響により年初予想を下方修正

○資産運用損益は、円高によるﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞ損益の増加を主因として年初予想を上方修正

○当期純利益は、保険引受利益の下方修正を資産運用損益の上方修正が上回るため、年初予想を上方修正

 【 【 【 【種目別正味収入保険料種目別正味収入保険料種目別正味収入保険料種目別正味収入保険料】】】】

前年
増減

前年
増減率

今回-年初

2,302 2,384 2,288 2,288 2,288 2,288 ▲14 ▲0.6% ▲95 

554 538 572 572 572 572 17 3.2% 34

1,450 1,483 1,518 1,518 1,518 1,518 68 4.7% 35

8,456 8,522 8,430 8,430 8,430 8,430 ▲25 ▲0.3% ▲91 

2,123 2,084 2,182 2,182 2,182 2,182 59 2.8% 98

2,474 2,517 2,467 2,467 2,467 2,467 ▲6 ▲0.3% ▲50 

17,360 17,530 17,460 17,460 17,460 17,460 99 0.6% ▲70 

479 612 623 623 623 623 143 30.0% 10 

2010201020102010年度予想年度予想年度予想年度予想（（（（今回今回今回今回））））

（単位：億円）

2010201020102010年度年度年度年度
予想予想予想予想（（（（年初年初年初年初））））

 合計

2009200920092009年度年度年度年度
実績実績実績実績

 (超保険）

 火災

 海上

 傷害

 自動車

 自賠責

 その他
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62.862.862.862.8 62.262.262.262.2 61.861.861.861.8

36.636.636.636.6 35.635.635.635.6 36.436.436.436.4

99.499.499.499.4 98.398.398.398.397.997.997.997.9

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

08年度 09年度 10年度

国内損保事業国内損保事業国内損保事業国内損保事業②②②② 東京海上日動東京海上日動東京海上日動東京海上日動ののののコンバインドレシオコンバインドレシオコンバインドレシオコンバインドレシオ

【【【【コンバインドレシオコンバインドレシオコンバインドレシオコンバインドレシオのののの推移推移推移推移（（（（民保民保民保民保ベースベースベースベース：：：：除除除除くくくく自賠責自賠責自賠責自賠責・・・・地震地震地震地震））））】】】】

コンバインドレシオ

損害率

事業費率

（単位：億円）

前年増減前年増減前年増減前年増減 今回今回今回今回----年初年初年初年初

97.9% 97.7% 98.3%98.3%98.3%98.3% 0.4% 0.5%

62.2% 61.6% 61.8%61.8%61.8%61.8% ▲0.4% 0.2%

9,438 9,475 9,3999,3999,3999,399 ▲38 ▲75 

35.6% 36.1% 36.4%36.4%36.4%36.4% 0.8% 0.3%

5,407 5,550 5,5425,5425,5425,542 135 ▲8 

社費率 16.3% 17.2% 17.3%17.3%17.3%17.3% 1.0% 0.2%

社費 2,473 2,638 2,6322,6322,6322,632 158 ▲5 

代手率 19.3% 18.9% 19.1%19.1%19.1%19.1% ▲0.2% 0.2%

代手 2,933 2,912 2,9102,9102,9102,910 ▲23 ▲2 

*損害調査費を含む

事業費

コンバインドレシオコンバインドレシオコンバインドレシオコンバインドレシオ

損害率損害率損害率損害率

支払保険金*

事業費率事業費率事業費率事業費率

2010201020102010年度年度年度年度
予想予想予想予想（（（（年初年初年初年初））））

2009200920092009年度年度年度年度
2010201020102010年度予想年度予想年度予想年度予想（（（（今回今回今回今回））））

【【【【損害率損害率損害率損害率】】】】

○09年度対比：09年度に大口事故が少なかったことの反動等により火災・その他の種目で支払保険金の増加を
見込むものの、自然災害の影響が大幅に減少することを見込み、▲0.4ﾎﾟｲﾝﾄ改善の61.8%を見込む

○年初予想対比：自然災害支払保険金見込みの引き下げ等による低下要素はあるものの、自動車における事故頻度
増加傾向等による支払保険金増加等に加え、正味収入保険料の下方修正を織り込み0.2ﾎﾟｲﾝﾄ上方修正

【【【【事業費率事業費率事業費率事業費率】】】】

○09年度対比：ＩＴ関連ｺｽﾄ（業務革新ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、自動車保険商品改定対応、ERMの観点での経理ｼｽﾃﾑ強化等）の増加
に伴う社費の増加により、0.8ﾎﾟｲﾝﾄ上昇の36.4%を見込む

○年初予想対比：正味収入保険料の下方修正により、0.3ﾎﾟｲﾝﾄ上方修正（事業費実額に大きな変動はない）

【【【【ｺﾝﾊｺﾝﾊｺﾝﾊｺﾝﾊﾞ゙゙゙ｲﾝﾄｲﾝﾄｲﾝﾄｲﾝﾄﾞ゙゙゙ﾚｼｵﾚｼｵﾚｼｵﾚｼｵ】】】】

○上記の結果、09年度対比では0.4ﾎﾟｲﾝﾄの上昇を見込み、年初予想対比では0.5ﾎﾟｲﾝﾄの上方修正

【【【【ごごごご参考参考参考参考：：：：全種目全種目全種目全種目ﾍﾍﾍﾍﾞ゙゙゙ｰｽｰｽｰｽｰｽ各種指標各種指標各種指標各種指標】】】】
（単位：億円）

前年増減 今回-年初

ｺﾝﾊｺﾝﾊｺﾝﾊｺﾝﾊﾞ゙゙゙ｲﾝﾄｲﾝﾄｲﾝﾄｲﾝﾄﾞ゙゙゙ﾚｼｵﾚｼｵﾚｼｵﾚｼｵ 101.9% 101.7% 102.0%102.0%102.0%102.0% 0.1% 0.3%
損害率損害率損害率損害率 67.9% 67.2% 67.3%67.3%67.3%67.3% ▲0.6% 0.1%

支払保険金* 11,784 11,774 11,74811,74811,74811,748 ▲35 ▲25 
事業費率事業費率事業費率事業費率 34.0% 34.6% 34.7%34.7%34.7%34.7% 0.7% 0.2%

事業費 5,905 6,059 6,0626,0626,0626,062 157 3
社費率 16.5% 17.3% 17.4%17.4%17.4%17.4% 0.9% 0.1%

社費 2,860 3,039 3,0413,0413,0413,041 180 1
代手率 17.5% 17.2% 17.3%17.3%17.3%17.3% ▲0.2% 0.1%

代手 3,044 3,019 3,0213,0213,0213,021 ▲23 2
*損害調査費を含む

2009200920092009年度年度年度年度
2010201020102010年度年度年度年度

予想予想予想予想（（（（年初年初年初年初））））
2010201020102010年度予想年度予想年度予想年度予想（（（（今回今回今回今回））））
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国内損保事業国内損保事業国内損保事業国内損保事業③③③③ 自動車保険自動車保険自動車保険自動車保険のののの収益改善収益改善収益改善収益改善策策策策

08080808年年年年～～～～10101010年度年度年度年度におけるにおけるにおけるにおける継続的継続的継続的継続的なななな商品商品商品商品・・・・料率改定料率改定料率改定料率改定によによによによりりりり、、、、保険引受保険引受保険引受保険引受
利益利益利益利益のののの改善改善改善改善はあったもののはあったもののはあったもののはあったものの、、、、

08080808年年年年～～～～10101010年度年度年度年度におけるにおけるにおけるにおける継続的継続的継続的継続的なななな商品商品商品商品・・・・料率改定料率改定料率改定料率改定によによによによりりりり、、、、保険引受保険引受保険引受保険引受
利益利益利益利益のののの改善改善改善改善はあったもののはあったもののはあったもののはあったものの、、、、

××××

社費における固定費率が高い
ため、トップラインの拡大が
収益改善に寄与する

社費における固定費率が高い
ため、トップラインの拡大が
収益改善に寄与する

トップライントップライントップライントップラインのののの拡大拡大拡大拡大

事故件数事故件数事故件数事故件数のののの増加増加増加増加 修理費単価修理費単価修理費単価修理費単価のののの上昇上昇上昇上昇

引受・修理費単価両面からの
対策により収益の改善を図る

引受・修理費単価両面からの
対策により収益の改善を図る

リザルトリザルトリザルトリザルト対策対策対策対策

商品商品商品商品････料率改定料率改定料率改定料率改定

のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

自動車利用自動車利用自動車利用自動車利用のののの増加増加増加増加等等等等によるによるによるによる事故件数事故件数事故件数事故件数のののの増加増加増加増加、、、、修修修修理費単価理費単価理費単価理費単価のののの
上昇上昇上昇上昇をををを受受受受けけけけ、、、、保険金支払保険金支払保険金支払保険金支払いはいはいはいは更更更更にににに増加増加増加増加しつつあるしつつあるしつつあるしつつある

自動車利用自動車利用自動車利用自動車利用のののの増加増加増加増加等等等等によるによるによるによる事故件数事故件数事故件数事故件数のののの増加増加増加増加、、、、修修修修理費単価理費単価理費単価理費単価のののの
上昇上昇上昇上昇をををを受受受受けけけけ、、、、保険金支払保険金支払保険金支払保険金支払いはいはいはいは更更更更にににに増加増加増加増加しつつあるしつつあるしつつあるしつつある

新たな収益悪化

要因の発現

収益改善収益改善収益改善収益改善

にににに向向向向けたけたけたけた

対策対策対策対策

【【【【引受対策引受対策引受対策引受対策】】】】

○損害率の高い契約に対するきめ細かい引受判断

○ﾌﾘｰﾄ契約における、東京海上日動ﾘｽｸｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの
事故削減ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを活用した損害率改善

中長期的中長期的中長期的中長期的にはにはにはには、、、、今後今後今後今後のののの事故発生状況事故発生状況事故発生状況事故発生状況ややややﾘｻﾘｻﾘｻﾘｻﾞ゙゙゙ﾙﾄﾙﾄﾙﾄﾙﾄ対策対策対策対策のののの効果効果効果効果をををを見極見極見極見極めながらめながらめながらめながら、、、、必要必要必要必要にににに応応応応じてじてじてじて追加追加追加追加
対策対策対策対策をををを実施実施実施実施するするするする

【【【【修理費対策修理費対策修理費対策修理費対策】】】】

○部品取替え要否の適正な判断

○ﾊﾞﾝﾊﾟｰ等の軽損害に対する補修推奨

○地球温暖化対策も兼ねたﾘｻｲｸﾙ部品の
活用推進

・修理費単価の上昇傾向が続き、高止まっている・ｴｺｶｰ補助金・減税の影響による新車登録台数の大幅
増加、高速道路無料化等の影響による交通量の急増
を反映

【【【【足下足下足下足下でででで顕在化顕在化顕在化顕在化したしたしたした新新新新たなたなたなたな要因要因要因要因とととと対策対策対策対策】】】】

＊縦軸は08年6月実績を100とした場合の指数

××××

事故件数事故件数事故件数事故件数のののの増加増加増加増加 修理費単価修理費単価修理費単価修理費単価のののの上昇上昇上昇上昇

【【【【修理費単価修理費単価修理費単価修理費単価のののの推移推移推移推移】】】】

出典：東日本高速道路株式会社・西日本高速道路株式会社
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青色：2010年度（上期）

赤色：2009年度

事故受付件数

交通量

【【【【高速道路等高速道路等高速道路等高速道路等のののの利用量利用量利用量利用量とととと当社事故受付件数当社事故受付件数当社事故受付件数当社事故受付件数のののの推移推移推移推移】】】】



【【【【個人個人個人個人】】】】

○超保険の刷新・募集人数の拡大による販売件数増

・商品改定、ｼｽﾃﾑの利便性向上により、売りやすさを飛躍的に向上

・新規取扱代理店の拡大・既存代理店の活性化・募集人拡大効果により販売件数は大幅拡大

・「ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞによる多種目販売」の基盤となる超保険への切替が着実に進行

・代理店の経営効率改善により、一層の成長加速（効率化による新規販売力拡大）を実現

【【【【法人法人法人法人】】】】

○Tﾌﾟﾛﾃｸｼｮﾝ（業務災害向け傷害保険）による中小企業開拓と超ﾋﾞｼﾞﾈｽ保険等による多種目販売への展開

・全国390万社の中小企業・個人事業主の約3分の2が加入対象となる制度（10月1日保険始期）

・成約件数は約6,500件（約9億円、うち新規契約比率：約73%）であり、12月末までに1万件達成を目指す

・Tﾌﾟﾛﾃｸｼｮﾝを切り口として、超ﾋﾞｼﾞﾈｽ（事業活動包括）保険等による多種目販売へ展開

○東京海上日動ﾘｽｸｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの事故削減支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを最大限活用したﾌﾘｰﾄ新規顧客開拓

・全店で192社、約8億円成約
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Ｔプロテクション全国団体制度

・フリート事故削減支援プログ

ラム等による中小企業開拓と

多種目販売への展開

Ｔプロテクション全国団体制度

・フリート事故削減支援プログ

ラム等による中小企業開拓と

多種目販売への展開

国内損保事業国内損保事業国内損保事業国内損保事業④④④④ 東京海上日動東京海上日動東京海上日動東京海上日動のののの成長成長成長成長戦略戦略戦略戦略

超保険の刷新・募集人数の
拡大による販売件数増

（刷新後は従来の４倍のペース）

超保険の刷新・募集人数の
拡大による販売件数増

（刷新後は従来の４倍のペース）

※11月は22日時点の実績

超保険超保険超保険超保険のののの新規販売件数推移新規販売件数推移新規販売件数推移新規販売件数推移（（（（月月月月あたりあたりあたりあたり平均平均平均平均））））超保険超保険超保険超保険のののの新規販売件数推移新規販売件数推移新規販売件数推移新規販売件数推移（（（（月月月月あたりあたりあたりあたり平均平均平均平均））））

ＴＴＴＴプロテクションプロテクションプロテクションプロテクションのののの累計販売件数推移累計販売件数推移累計販売件数推移累計販売件数推移ＴＴＴＴプロテクションプロテクションプロテクションプロテクションのののの累計販売件数推移累計販売件数推移累計販売件数推移累計販売件数推移

更更更更にににに増加見込増加見込増加見込増加見込

個

人

法

人

新規 3件/月
販売代理店数

2,025店

10年10月（刷新後）

5,000店

＜ｺﾝｽﾀﾝﾄ販売代理店＞

745店

10年4-9月（刷新前）

収入保険料 * 306億円（対前年+20%）

10年4-9月（刷新前）

809億円（対前年+36%）

10年度目標＜超保険販売状況＞

新規件数 6.0万件（対前年▲3%） 20万件（対前年+43%）

86億円（対前年+81%）

4.3万件（対前年+262%）

10年度目標

10年10月（刷新後）

*生命保険料を含む



【【【【保険引受利益保険引受利益保険引受利益保険引受利益】】】】
○09年度対比：自動車を中心に1.5%の増収を見込む一方、上期での発生保険金の増加を反映し、

▲14億円減益の▲33億円を見込む
○年初予想対比：上期の実績を勘案して、▲41億円の下方修正

【【【【資産運用損益資産運用損益資産運用損益資産運用損益】】】】
○09年度対比：政策株式の売却益の減少等により、▲13億円減益の74億円を見込む
○年初予想対比：有価証券売却益の増加により、23億円の上方修正

【【【【当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益】】】】
○09年度対比：保険引受利益および資産運用損益の減少を反映し、▲23億円減益の19億円を見込む
○年初予想対比：保険引受利益の下方修正を受け、▲11億円の下方修正

【【【【損害率損害率損害率損害率（（（（民保民保民保民保ﾍﾍﾍﾍﾞ゙゙゙ｰｽｰｽｰｽｰｽ））））】】】】
○09年度対比：正味収入保険料の増収を見込む一方、火災・自動車を中心とする支払保険金の増加から、

1.2ﾎﾟｲﾝﾄ上昇の61.5%を見込む
○年初予想対比：支払保険金の増加見込みを受け、1.5ﾎﾟｲﾝﾄの上昇を見込む

【【【【事業費率事業費率事業費率事業費率（（（（民保民保民保民保ﾍﾍﾍﾍﾞ゙゙゙ｰｽｰｽｰｽｰｽ））））】】】】
○09年度対比：正味収入保険料の増収に加え、人員の効率化などによる営業費及び一般管理費の減少

から、▲1.1ﾎﾟｲﾝﾄ改善の39.6%を見込む
○年初予想対比：同水準を見込む

【【【【種目別正味収入保険料予想種目別正味収入保険料予想種目別正味収入保険料予想種目別正味収入保険料予想】】】】
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国内損保事業国内損保事業国内損保事業国内損保事業⑤⑤⑤⑤ 日新火災日新火災日新火災日新火災のののの業績予想業績予想業績予想業績予想

（単位：億円）

前年増減前年増減前年増減前年増減 前年増減率前年増減率前年増減率前年増減率 今回今回今回今回----年初年初年初年初

 保険引受利益 保険引受利益 保険引受利益 保険引受利益 ▲ 19 7 ▲ 33 ▲ 33 ▲ 33 ▲ 33 ▲ 14 - ▲ 41 

 正味収入保険料 正味収入保険料 正味収入保険料 正味収入保険料 1,318 1,343 1,339 1,339 1,339 1,339 20 1.5% ▲ 4 

 正味支払保険金 正味支払保険金 正味支払保険金 正味支払保険金**** 851 860 877 877 877 877 25 3.0% 16 

 支払備金戻入 支払備金戻入 支払備金戻入 支払備金戻入 ▲ 15 14 ▲ 6 ▲ 6 ▲ 6 ▲ 6 8 - ▲ 21 

 異常危険準備金戻入 異常危険準備金戻入 異常危険準備金戻入 異常危険準備金戻入 10 ▲ 4 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 13 ▲122.7% 2 

 資産運用損益 資産運用損益 資産運用損益 資産運用損益 88 50 74 74 74 74 ▲ 13 ▲15.7% 23 

 利息及 利息及 利息及 利息及びびびび配当金収入配当金収入配当金収入配当金収入 57 51 52 52 52 52 ▲ 5 ▲8.8% 1 

 有価証券売却損益 有価証券売却損益 有価証券売却損益 有価証券売却損益 62 25 47 47 47 47 ▲ 14 ▲23.9% 22 

 経常利益 経常利益 経常利益 経常利益 64 52 34 34 34 34 ▲ 29 ▲45.6% ▲ 17 

 特別損益 特別損益 特別損益 特別損益 9 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 10 ▲111.6% 0 

 当期純利益 当期純利益 当期純利益 当期純利益 42 30 19 19 19 19 ▲ 23 ▲55.4% ▲ 11 

 正味損害率 正味損害率 正味損害率 正味損害率 64.6% 64.1% 65.5% 65.5% 65.5% 65.5% 0.9% 1.4%

 正味事業費率 正味事業費率 正味事業費率 正味事業費率 39.2% 38.3% 38.3% 38.3% 38.3% 38.3% ▲0.9% 0.0%

 コンバインドレシオ コンバインドレシオ コンバインドレシオ コンバインドレシオ 103.8% 102.4% 103.8% 103.8% 103.8% 103.8% 0.0% 1.4%

*損害調査費を含む

 ＜ ＜ ＜ ＜民保民保民保民保ベースベースベースベース＞＞＞＞

 正味損害率 正味損害率 正味損害率 正味損害率 60.3% 60.0% 61.5% 61.5% 61.5% 61.5% 1.2% 1.5%

 正味事業費率 正味事業費率 正味事業費率 正味事業費率 40.7% 39.6% 39.6% 39.6% 39.6% 39.6% ▲1.1% 0.0%

 コンバインドレシオ コンバインドレシオ コンバインドレシオ コンバインドレシオ 101.0% 99.6% 101.1% 101.1% 101.1% 101.1% 0.1% 1.5%

2009200920092009年度年度年度年度
実績実績実績実績

2010201020102010年度年度年度年度
予想予想予想予想（（（（年初年初年初年初））））

2010201020102010年度予想年度予想年度予想年度予想（（（（今回今回今回今回））））

火災火災火災火災 1.0 %

海上海上海上海上 ▲ 43.9 %

傷害傷害傷害傷害 1.3 %

自動車自動車自動車自動車 2.3 %

自賠責自賠責自賠責自賠責 2.0 %

そのそのそのその他他他他 ▲ 3.3 %

合計合計合計合計 1.5 %

2010201020102010年度予想年度予想年度予想年度予想（（（（今回今回今回今回））））
前年増減率前年増減率前年増減率前年増減率

2009200920092009年度年度年度年度
実績実績実績実績

231 

1 

95 

740 

163 

86 

1,318 

233 233 233 233 

0 0 0 0 

96 96 96 96 

757 757 757 757 

167 167 167 167 

83 83 83 83 

1,339 1,339 1,339 1,339 

（単位：億円）
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国内生保事業国内生保事業国内生保事業国内生保事業①①①① あんしんあんしんあんしんあんしん生命生命生命生命のののの業績予想業績予想業績予想業績予想

●●●● 収益改善収益改善収益改善収益改善にににに向向向向けたけたけたけた商品改定商品改定商品改定商品改定をををを実施実施実施実施しつつしつつしつつしつつもももも、、、、新新新新契約契約契約契約年換算保険料年換算保険料年換算保険料年換算保険料はははは増収増収増収増収をををを維持維持維持維持

●●●● 超超超超長期金利長期金利長期金利長期金利のののの低下低下低下低下をををを主因主因主因主因としてとしてとしてとして、、、、収益指標収益指標収益指標収益指標であるであるであるであるＥＶＥＶＥＶＥＶ増加額増加額増加額増加額はははは下方修正下方修正下方修正下方修正

●●●● 収益改善収益改善収益改善収益改善にににに向向向向けたけたけたけた商品改定商品改定商品改定商品改定をををを実施実施実施実施しつつしつつしつつしつつもももも、、、、新新新新契約契約契約契約年換算保険料年換算保険料年換算保険料年換算保険料はははは増収増収増収増収をををを維持維持維持維持

●●●● 超超超超長期金利長期金利長期金利長期金利のののの低下低下低下低下をををを主因主因主因主因としてとしてとしてとして、、、、収益指標収益指標収益指標収益指標であるであるであるであるＥＶＥＶＥＶＥＶ増加額増加額増加額増加額はははは下方修正下方修正下方修正下方修正

（単位：億円） （単位：億円）
新契約新契約新契約新契約 年度末年度末年度末年度末ＥＶＥＶＥＶＥＶ保有契約保有契約保有契約保有契約

年換算保険料年換算保険料年換算保険料年換算保険料 ＥＶＥＶＥＶＥＶ

（単位：億円）
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3,9063,9063,9063,906

4,1264,1264,1264,126

【【【【年換算保険料年換算保険料年換算保険料年換算保険料（（（（予想予想予想予想））））】】】】

○新契約年換算保険料は、対前年+2.0%の510億円と年初予想どおり増収を維持

（更新契約の年換算保険料を加えると+5.1%の増収）

○保有契約年換算保険料も年初予想通り、対前年+2.5%増収の3,920億円と、引き続き成長を見込む

【【【【EVEVEVEV（（（（予想予想予想予想））））】】】】

○年度末EVは09年度末の3,906億円から220億円増加の4,126億円を見込む。EV増減額（除く増資）は超長期

金利の低下を主因として年初予想から▲110億円となる見込み（財務会計上の当期純利益への影響は僅少）

【【【【当期純利益当期純利益当期純利益当期純利益（（（（予想予想予想予想））））】】】】

○予定よりも1年早く標準責任準備金の積立を完了し、年初予想から2億円上方修正の23億円の当期純利益を

確保する見込み

12
〔 〕内は責任準備金追加積立前

・経常利益 143億円〔300億円〕

・経常収益 5,427億円
・保険料等収入 4,703億円

・当期純利益 23億円〔123億円〕

・基礎利益 114億円〔271億円〕

【【【【参考参考参考参考】】】】2010201020102010年度年度年度年度業績予想業績予想業績予想業績予想（（（（財務会計財務会計財務会計財務会計ﾍﾍﾍﾍﾞ゙゙゙ｰｽｰｽｰｽｰｽ））））

（単位：億円）

年初年初年初年初 今回今回今回今回 今回今回今回今回----年初年初年初年初

年度末年度末年度末年度末EVEVEVEV 3,352 3,643 3,583 3,906 4,236 4,126 ▲ 110

EVEVEVEV増減額増減額増減額増減額（（（（除除除除くくくく増資増資増資増資）））） 304 291 ▲ 60 322 330 220 ▲ 110

EVEVEVEV増減額増減額増減額増減額（（（（※※※※）））） 298 253 206 282 315 300 ▲ 15

新契約年換算保険料新契約年換算保険料新契約年換算保険料新契約年換算保険料 657 366 431 496 510 510 0

保有契約年換算保険料保有契約年換算保険料保有契約年換算保険料保有契約年換算保険料 3,347 3,478 3,635 3,825 3,920 3,920 0
（※）金利変動および前提条件変更の影響ならびに増資を除いたもの

2010201020102010年度予想年度予想年度予想年度予想
2008200820082008年度年度年度年度 2009200920092009年度年度年度年度2006200620062006年度年度年度年度 2007200720072007年度年度年度年度



LP
約10%

損保代理店
約55%

ﾗｲﾌﾌﾟﾛ
約30%

銀行窓販
約5%
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業務効率化業務効率化業務効率化業務効率化のののの推進推進推進推進（（（（業務業務業務業務プロセスプロセスプロセスプロセスのののの抜本的見直抜本的見直抜本的見直抜本的見直しししし・・・・コストコストコストコスト削減削減削減削減））））業務効率化業務効率化業務効率化業務効率化のののの推進推進推進推進（（（（業務業務業務業務プロセスプロセスプロセスプロセスのののの抜本的見直抜本的見直抜本的見直抜本的見直しししし・・・・コストコストコストコスト削減削減削減削減））））

国内生保事業国内生保事業国内生保事業国内生保事業②②②② あんしんあんしんあんしんあんしん生命生命生命生命のののの事業戦略事業戦略事業戦略事業戦略

チャネルチャネルチャネルチャネル戦略戦略戦略戦略チャネルチャネルチャネルチャネル戦略戦略戦略戦略

損保代理店損保代理店損保代理店損保代理店とのとのとのとの提携提携提携提携強化強化強化強化

ライフパートナーライフパートナーライフパートナーライフパートナーのののの陣容拡大陣容拡大陣容拡大陣容拡大

ライフパートナーライフパートナーライフパートナーライフパートナーライフパートナーライフパートナーライフパートナーライフパートナー

商品商品商品商品・・・・サービスサービスサービスサービス戦略戦略戦略戦略商品商品商品商品・・・・サービスサービスサービスサービス戦略戦略戦略戦略

●●●● 収益性収益性収益性収益性のののの向上向上向上向上をををを伴伴伴伴ったったったったトップライントップライントップライントップラインのののの拡大拡大拡大拡大をををを目指目指目指目指すすすす●●●● 収益性収益性収益性収益性のののの向上向上向上向上をををを伴伴伴伴ったったったったトップライントップライントップライントップラインのののの拡大拡大拡大拡大をををを目指目指目指目指すすすす

損保代理店損保代理店損保代理店損保代理店損保代理店損保代理店損保代理店損保代理店

「「「「生損保一体生損保一体生損保一体生損保一体となったとなったとなったとなった取組取組取組取組みみみみ」」」」のののの強化強化強化強化

ライフプロライフプロライフプロライフプロ・・・・銀行窓販銀行窓販銀行窓販銀行窓販ライフプロライフプロライフプロライフプロ・・・・銀行窓販銀行窓販銀行窓販銀行窓販

保障性商品保障性商品保障性商品保障性商品のののの販売強化販売強化販売強化販売強化

新新新新たなたなたなたな顧客顧客顧客顧客ニーズニーズニーズニーズをををを捉捉捉捉えたえたえたえた商品商品商品商品・・・・サービスサービスサービスサービス新新新新たなたなたなたな顧客顧客顧客顧客ニーズニーズニーズニーズをををを捉捉捉捉えたえたえたえた商品商品商品商品・・・・サービスサービスサービスサービス

「「「「長生長生長生長生きききき支援終身支援終身支援終身支援終身」」」」発売発売発売発売

介護関連介護関連介護関連介護関連サービスサービスサービスサービス拡充拡充拡充拡充

「「「「超保険超保険超保険超保険」」」」のののの推進推進推進推進によるによるによるによる

第三分野第三分野第三分野第三分野ポートフォリオポートフォリオポートフォリオポートフォリオのののの拡大拡大拡大拡大

収益性収益性収益性収益性のののの向上向上向上向上収益性収益性収益性収益性のののの向上向上向上向上

更新時期更新時期更新時期更新時期をををを捉捉捉捉えたえたえたえたマーケットマーケットマーケットマーケット深耕深耕深耕深耕更新時期更新時期更新時期更新時期をををを捉捉捉捉えたえたえたえたマーケットマーケットマーケットマーケット深耕深耕深耕深耕

第三分野商品第三分野商品第三分野商品第三分野商品のののの大量更新対応大量更新対応大量更新対応大量更新対応

【【【【商品商品商品商品・・・・ｻｰﾋｻｰﾋｻｰﾋｻｰﾋﾞ゙゙゙ｽｽｽｽ戦略戦略戦略戦略】】】】

○「家計保障定期」における3大疾病保険料払込免除特則の取扱開始（10年5月）、「超保険」第三分野の引受開始
（10年8月）

○超高齢社会のﾆｰｽﾞに対応した「長生き支援終身」の発売・介護関連ｻｰﾋﾞｽの拡充（10年11月）

・死亡保障・貯蓄機能を備えた終身保険への介護保障・健康祝金の追加

・「介護お悩み電話・訪問相談ｻｰﾋﾞｽ」「脳ﾄﾞｯｸ優待ｻｰﾋﾞｽ」の提供開始

○「長割り終身」改定（10年11月）

・金利低下等により悪化した「長割り終身」の収益性の改善

○第三分野商品の大量更新対応（11年1月～）

・大量更新時期の到来を捉え、顧客ﾆｰｽﾞに合致した最新商品の提案

【【【【ﾁｬﾈﾙﾁｬﾈﾙﾁｬﾈﾙﾁｬﾈﾙ戦略戦略戦略戦略】】】】（上期実績は右表をご参照）

○損保代理店

・「抜本超保険」を活用した第三分野商品の販売推進、事業保険を活用した

中堅・中小企業の開拓など、「生損保一体となった取組み」の一層の強化

○ﾗｲﾌﾊﾟｰﾄﾅｰ（LP）

・損保代理店顧客基盤への提携販売の継続推進

・2011年度800名体制の構築に向けた積極的な採用活動の継続

○ﾗｲﾌﾌﾟﾛ

・代理店とのﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟの強化

・収益性を伴ったﾄｯﾌﾟﾗｲﾝの拡大に向けた「長生き支援終身」の販売推進

○銀行窓販

・「長割り終身」の保険料引き上げによるﾄｯﾌﾟﾗｲﾝへの影響は避けられないが、

収益性を重視した「医療保険」、「家計保障定期」等の販売推進

【【【【ﾁｬﾈﾙｳｪｲﾄﾁｬﾈﾙｳｪｲﾄﾁｬﾈﾙｳｪｲﾄﾁｬﾈﾙｳｪｲﾄ(10(10(10(10年度上期末年度上期末年度上期末年度上期末))))】】】】

【【【【ﾁｬﾈﾙﾁｬﾈﾙﾁｬﾈﾙﾁｬﾈﾙ別成績別成績別成績別成績((((対前年対前年対前年対前年同期同期同期同期比比比比))))】】】】

(営業統計保険料ﾍﾞｰｽ)

2010年度上期

損保代理店 23%

ﾗｲﾌﾊﾟｰﾄﾅｰ 19%

ﾗｲﾌﾌﾟﾛ 13%

銀行窓販 ▲38%

合計 14%

(営業統計保険料ﾍﾞｰｽ)
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【【【【10101010年度通期予想年度通期予想年度通期予想年度通期予想】】】】

○変額年金一時払保険料は1,100億円を見込む。ﾘｽｸｺﾝﾄﾛｰﾙを優先し、抑制的な販売ｽﾀﾝｽを継続する

○10年度末EVは393億円、EV増減額（除く増資）は▲240億円と年初予想対比で▲230億円の減少を見込む

○EV増減額がﾏｲﾅｽになっている主因は、事業環境を10年度上期末の状況を前提としていること、および抑制的な販売

ｽﾀﾝｽを継続することの2点

【【【【10101010年度事業戦略年度事業戦略年度事業戦略年度事業戦略】】】】

○ﾘｽｸ管理：

・厳しい事業環境を踏まえ、ﾘｽｸ抑制的なｽﾀﾝｽを継続する

○商品戦略：

・最低保証水準と収益性のﾊﾞﾗﾝｽを考慮した変額年金新商品の開発

・環境変化に伴う収益性の変動を抑える観点から、顧客･銀行ﾆｰｽﾞに

応じた変額年金以外の商品ﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ拡充を検討する

○事業基盤：

・業務ﾌﾟﾛｾｽ・ｺｽﾄの見直しを進め、厳しい事業環境にも対応できるｽﾘﾑな体質への転換に取り組む

・あんしん生命商品の代理代行販売支援に引き続き取り組むとともに、ｸﾞﾙｰﾌﾟが提供する金融機関窓販向けの

金融商品販売支援を推進する

14Copyright©2010 Tokio Marine Holdings, Inc.

●●●● 変額年金一時払保険料変額年金一時払保険料変額年金一時払保険料変額年金一時払保険料はははは、、、、1,1001,1001,1001,100億円億円億円億円をををを見込見込見込見込むむむむ

●●●● 年度末年度末年度末年度末ＥＶＥＶＥＶＥＶはははは、、、、前年度末対比前年度末対比前年度末対比前年度末対比▲▲▲▲240240240240億円減少億円減少億円減少億円減少のののの393393393393億円億円億円億円をををを見込見込見込見込むむむむ

●●●● 変額年金一時払保険料変額年金一時払保険料変額年金一時払保険料変額年金一時払保険料はははは、、、、1,1001,1001,1001,100億円億円億円億円をををを見込見込見込見込むむむむ

●●●● 年度末年度末年度末年度末ＥＶＥＶＥＶＥＶはははは、、、、前年度末対比前年度末対比前年度末対比前年度末対比▲▲▲▲240240240240億円減少億円減少億円減少億円減少のののの393393393393億円億円億円億円をををを見込見込見込見込むむむむ

国内生保事業国内生保事業国内生保事業国内生保事業③③③③ フィナンシャルフィナンシャルフィナンシャルフィナンシャル生命生命生命生命のののの業績予想業績予想業績予想業績予想

変額年金一時払保険料変額年金一時払保険料変額年金一時払保険料変額年金一時払保険料 年度末年度末年度末年度末ＥＶＥＶＥＶＥＶ

単位：億円単位：億円

10,97610,97610,97610,976

5,1225,1225,1225,122
4,4494,4494,4494,449

1,7431,7431,7431,743
1,1001,1001,1001,100

0000

2,0002,0002,0002,000

4,0004,0004,0004,000

6,0006,0006,0006,000

8,0008,0008,0008,000

10,00010,00010,00010,000

12,00012,00012,00012,000

06060606年度年度年度年度 07070707年度年度年度年度 08080808年度年度年度年度 09090909年度年度年度年度 10101010年度年度年度年度
((((予想予想予想予想))))

200200200200

987987987987
943943943943

440440440440

633633633633

393393393393

100100100100

0000

200200200200

400400400400

600600600600

800800800800

1,0001,0001,0001,000

06060606年度年度年度年度 07070707年度年度年度年度 08080808年度年度年度年度 09090909年度年度年度年度 10101010年度年度年度年度
((((予想予想予想予想))))

増資

【【【【参考参考参考参考】】】】2010201020102010年度年度年度年度業績予想業績予想業績予想業績予想
（（（（財務会計財務会計財務会計財務会計ﾍﾍﾍﾍﾞ゙゙゙ｰｽｰｽｰｽｰｽ））））

・経常収益 2,369億円

・保険料等収入 1,171億円

・経常利益 ▲48億円

・当期純利益 ▲49億円

・基礎利益 ▲75億円

（単位：億円）

年初年初年初年初 今回今回今回今回 今回今回今回今回----年初年初年初年初

年度末年度末年度末年度末EVEVEVEV 987 943 440 633 623 393 ▲ 230

EVEVEVEV増減額増減額増減額増減額（（（（除除除除くくくく増資増資増資増資）））） 177 ▲ 144 ▲ 502 192 ▲ 10 ▲ 240 ▲ 230

EVEVEVEV増減額増減額増減額増減額（（（（※※※※）））） 122 69 ▲ 62 ▲ 22 ▲ 10 ▲ 120 ▲ 110

新契約年換算保険料新契約年換算保険料新契約年換算保険料新契約年換算保険料 1,079 506 442 173 270 110 ▲ 160

保有契約年換算保険料保有契約年換算保険料保有契約年換算保険料保有契約年換算保険料 1,685 2,134 2,525 2,630 2,810 2,640 ▲ 170
（※）運用の実績・想定差、前提条件の変更、増資の影響を除いたもの

2010201020102010年度予想年度予想年度予想年度予想
2008200820082008年度年度年度年度 2009200920092009年度年度年度年度2006200620062006年度年度年度年度 2007200720072007年度年度年度年度
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海外保険事業海外保険事業海外保険事業海外保険事業①①①① ２０１０２０１０２０１０２０１０年度上期年度上期年度上期年度上期（（（（1111～～～～6666月月月月））））実績実績実績実績

●●●●正味収保正味収保正味収保正味収保：：：：
2,9952,9952,9952,995億円億円億円億円 （（（（前年増減前年増減前年増減前年増減▲▲▲▲88888888億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率▲▲▲▲3333%%%%））））

（（（（※※※※3,2733,2733,2733,273億円億円億円億円、、、、前年増減前年増減前年増減前年増減++++111190909090億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率+6%)+6%)+6%)+6%)

円高を主因として前年同期比▲3%減収

・ 再保険、アジアで増収

・ フィラデルフィア、キルンも円高の影響を除けば増収

・ 米国支店、欧州では、景気低迷の影響で減収

●●●●修正利益修正利益修正利益修正利益：：：：
319319319319億円億円億円億円 （（（（前年増減前年増減前年増減前年増減++++41414141億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率++++15151515%%%%））））

（（（（※※※※354354354354億円億円億円億円、、、、前年増減前年増減前年増減前年増減+76+76+76+76億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率+27%+27%+27%+27%））））

円高の影響があったものの以下の要因により
前年同期比15%増益

・ フィラデルフィアの増益

・ 元受各社の収益性改善 等

※※※※ 円高円高円高円高のののの影響影響影響影響をををを除除除除いたいたいたいた場合場合場合場合（（（（2009200920092009年年年年6666月末月末月末月末レートレートレートレートでででで換算換算換算換算））））
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円高の影響
▲277億円

修正利益修正利益修正利益修正利益
円高の影響
▲35億円

【【【【正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料・・・・修正利益修正利益修正利益修正利益のののの上期実績上期実績上期実績上期実績】】】】
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（単位：億円）

適用為替ﾚｰﾄ 2009.6末 2010.6末 2009.6末 2010.6末

米ﾄﾞﾙ 96.01 88.48 96.01 88.48
英ﾎﾟﾝﾄﾞ 159.54 133.07 159.54 133.07

ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ社 862 839 ▲3% 6% 113 126 11% 21%

北米 207 161 ▲22% ▲16% 23 25 7% 17%

中南米 368 369 0% ▲0% ▲ 11 ▲ 8 - -

欧州 126 95 ▲25% ▲11% ▲ 4 8 - -

ｱｼﾞｱ 315 330 5% 10% 30 27 ▲12% ▲7%

小計 1,884 1,795 ▲5% 2% 144 179 24% 36%

再保険3社 484 500 3% 16% 108 86 ▲21% ▲13%

ｷﾙﾝ社 509 441 ▲13% 4% ▲ 1 46 - -

小計 993 942 ▲5% 10% 107 132 23% 40%

2,877 2,738 ▲5% 4% 252 312 24% 38%

205 257 25% 31% 34 10 ▲69% ▲68%

3,0833,0833,0833,083 2,9952,9952,9952,995 ▲3%▲3%▲3%▲3% 6%6%6%6% 286286286286 322322322322 13%13%13%13% 25%25%25%25%

▲ 8 ▲ 3

278278278278 319319319319 15%15%15%15% 27%27%27%27%

3,0833,0833,0833,083 3,2733,2733,2733,273 ---- 6%6%6%6% 278278278278 354354354354 ---- 27%27%27%27%

生損保合計生損保合計生損保合計生損保合計

修正利益修正利益修正利益修正利益

2009年度
上期実績

円高の影響を除いた場合の数値（参考）
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損保
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生損保合計生損保合計生損保合計生損保合計（本社経費控除後）

生保

為替

2010年度上期実績

為替の
影響を
除いた
増減率

前年
増減率

為替の
影響を
除いた
増減率

正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料

2009年度
上期実績

前年
増減率

2010年度上期実績
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海外保険事業海外保険事業海外保険事業海外保険事業②②②② ２０１０２０１０２０１０２０１０年度年度年度年度業績業績業績業績予想予想予想予想

●●●●正味収保正味収保正味収保正味収保：：：：
5,5,5,5,490490490490億円億円億円億円 （（（（前年増減前年増減前年増減前年増減+50+50+50+50億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率+1+1+1+1%%%%））））

（（（（※※※※5555,935,935,935,935億円億円億円億円、、、、前年増減前年増減前年増減前年増減+495+495+495+495億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率++++9%9%9%9%））））

・ 前年度対比では、円高により1%増収に留まる見込み

・ 年初予想対比では、円高により5,490億円に下方修正

●●●●修正利益修正利益修正利益修正利益：：：：
530530530530億円億円億円億円 （（（（前年増減前年増減前年増減前年増減▲▲▲▲235235235235億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率▲▲▲▲31313131%%%%））））

（（（（※※※※555574747474億円億円億円億円、、、、前年増減前年増減前年増減前年増減▲▲▲▲191919191111億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率▲▲▲▲25%25%25%25%））））

・ 前年度対比では、2009年度固有の増益要因の反動に
加え、円高により、▲31%減益を見込む

・ 年初予想対比では、円高に加え自然災害が予想を
上回ることを見込み、530億円に下方修正

※※※※ 円高円高円高円高のののの影響影響影響影響をををを除除除除いたいたいたいた場合場合場合場合（（（（2009200920092009年年年年12121212月末月末月末月末レートレートレートレートでででで換算換算換算換算））））
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【【【【事業環境認識事業環境認識事業環境認識事業環境認識】】】】

○損保元受

欧米では、企業保険分野を中心に引き続き厳しい競争環境にあり、市場の料率低下傾向は当面継続する見通し。

一方ｱｼﾞｱでは、景気回復に伴う自動車販売や物流量の増加により、ﾏｰｹｯﾄの収入保険料は増加している

○再保険

今期発生したﾁﾘ地震、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ地震、欧州風災等の大口事故も料率への影響は限定的であり、保険料率は

下落傾向が続いている

○生保(ｱｼﾞｱ)

低い生保加入率・高い人口増加率などｱｼﾞｱ地域が本来有する市場環境の中で、景気回復に伴い販売が好調

【【【【正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料・・・・修正利益修正利益修正利益修正利益のののの通期予想通期予想通期予想通期予想】】】】
（単位：億円）

適用為替ﾚｰﾄ 2009.12末 2010.3末 2010.9末 2009.12末 2010.3末 2010.9末

米ﾄﾞﾙ 92.10 93.04 83.82 92.10 93.04 83.82

英ﾎﾟﾝﾄﾞ 146.53 140.40 132.67 146.53 140.40 132.67

ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ社 1,728 1,830 1,660 ▲4% ▲ 170 285 240 230 ▲19% ▲ 10

北米 342 340 280 ▲18% ▲ 60 83 40 30 ▲64% ▲ 10

中南米 826 820 800 ▲3% ▲ 20 ▲ 61 ▲ 10 0 - 10

欧州 189 180 160 ▲15% ▲ 20 11 10 10 ▲9% 0

ｱｼﾞｱ 614 670 630 3% ▲ 40 52 60 50 ▲4% ▲ 10

小計 3,704 3,840 3,530 ▲5% ▲ 310 371 340 320 ▲14% ▲ 20

再保険3社 569 630 570 0% ▲ 60 219 170 120 ▲45% ▲ 50

ｷﾙﾝ社 760 860 780 3% ▲ 80 105 80 80 ▲24% 0

小計 1,329 1,490 1,350 2% ▲ 140 325 250 200 ▲38% ▲ 50

5,034 5,330 4,880 ▲3% ▲ 450 697 590 520 ▲25% ▲ 70

406 620 610 50% ▲ 10 78 20 20 ▲74% 0

5,4405,4405,4405,440 5,9505,9505,9505,950 5,4905,4905,4905,490 1%1%1%1% ▲ 460▲ 460▲ 460▲ 460 775775775775 610610610610 540540540540 ▲30%▲30%▲30%▲30% ▲ 70▲ 70▲ 70▲ 70

▲ 10 ▲ 10 ▲ 10

765765765765 600600600600 530530530530 ▲31%▲31%▲31%▲31% ▲ 70▲ 70▲ 70▲ 70

5,4405,4405,4405,440 ---- 5,9355,9355,9355,935 9%9%9%9% ---- 765765765765 - 574574574574 ▲25%▲25%▲25%▲25% ----円高の影響を除いた場合の数値（参考）
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【【【【10101010年度事業展開年度事業展開年度事業展開年度事業展開のののの方針方針方針方針】】】】

○保険引受・販売方針

･ 多様な販売ﾁｬﾈﾙを活用し、卓越した成長を継続

･ 特定の業種や顧客ｾｸﾞﾒﾝﾄにﾌｫｰｶｽした付加価値の高い商品・ｻｰﾋﾞｽを提供

･ 規律ある引受と料率設定を堅持（米国ｺﾏｰｼｬﾙ損保市場のｿﾌﾄ化が続く中、ﾎﾞﾄﾑﾗｲﾝ重視の引受を継続）

○資産運用方針

･ 保守的な資産運用方針を堅持（高格付けの米国地方債・ｴｰｼﾞｪﾝｼｰ債を中心に運用）

【【【【10101010年度予想年度予想年度予想年度予想（（（（ﾄﾄﾄﾄﾞ゙゙゙ﾙﾍﾙﾍﾙﾍﾙﾍﾞ゙゙゙ｰｽｰｽｰｽｰｽ））））】】】】
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海外保険事業海外保険事業海外保険事業海外保険事業③③③③ フィラデルフィアフィラデルフィアフィラデルフィアフィラデルフィア（（（（１０１０１０１０年度予想年度予想年度予想年度予想））））

●●●●正味収保正味収保正味収保正味収保：：：：
1,1,1,1,660660660660億円億円億円億円 （（（（前年増減前年増減前年増減前年増減▲▲▲▲68686868億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率▲▲▲▲4444%%%%））））

（（（（$1,980mil$1,980mil$1,980mil$1,980mil、、、、 前年増減前年増減前年増減前年増減+$103mil+$103mil+$103mil+$103mil、、、、増減率増減率増減率増減率+6%)+6%)+6%)+6%)

・ 前年度対比では、円高により▲4%減収を見込む

・ 年初予想対比では、円高により1,660億円に下方修正
（ドルベースでは年初予想を1%上回る）

●●●●修正利益修正利益修正利益修正利益：：：：
222230303030億円億円億円億円 （（（（前年増減前年増減前年増減前年増減▲▲▲▲55555555億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率▲▲▲▲19%19%19%19%））））

（（（（$$$$278278278278milmilmilmil、、、、 前年増減前年増減前年増減前年増減▲▲▲▲$$$$31313131milmilmilmil、、、、増減率増減率増減率増減率▲▲▲▲10%)10%)10%)10%)

・ 前年度対比では、2009年度固有の増益要因の反動
に加え、円高等により▲19%減益を見込む

・ 年初予想対比では、円高により230億円に下方修正
（ドルベースでは年初予想を7%上回る）。コンバインド
レシオは引き続き90%を下回る水準を見込む

※※※※ 2009200920092009年年年年12121212月末月末月末月末レートレートレートレートでででで換算換算換算換算したしたしたした場合場合場合場合
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正味収保正味収保正味収保正味収保 円高の影響
▲164億円※

修正利益修正利益修正利益修正利益

2009年度
固有の要因
約60億円 円高の影響

▲28億円※
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（単位：USD in millions）

前年
増減率

予想（年初）
増減率

正味収保 1,877 1,968 1,980 6% 1%
修正利益 309 261 278 ▲10% 7%

2010年度
予想

（年初）

2010年度予想（今回）2009年度
実績



【【【【10101010年度事業展開年度事業展開年度事業展開年度事業展開のののの方針方針方針方針】】】】

○保険引受・販売方針

･ ﾏｰｹｯﾄはｿﾌﾄ化傾向にあるが、収益性が見込まれる優良契約を厳選し、収益の更なる拡大を目指す

･ 08年度に設立した当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ100%出資ｼﾝｼﾞｹｰﾄの更なる活用

期待されるｼﾅｼﾞｰ効果： ①ｷﾙﾝ社が従来一般市場に出再していた再保険の一部引受
②当社海外保険事業全体のｱﾝﾀﾞｰﾗｲﾃｨﾝｸﾞ高度化

○資産運用方針

･ 保守的な資産運用方針を堅持（債券を中心に運用）

【【【【10101010年度予想年度予想年度予想年度予想（（（（ﾎﾎﾎﾎﾟ゚゚゚ﾝﾄﾝﾄﾝﾄﾝﾄﾞ゙゙゙ﾍﾍﾍﾍﾞ゙゙゙ｰｽｰｽｰｽｰｽ））））】】】】
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●●●●正味収保正味収保正味収保正味収保：：：：
777780808080億円億円億円億円 （（（（前年増減前年増減前年増減前年増減++++20202020億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率+3%+3%+3%+3%））））

（（（（GBPGBPGBPGBP583583583583milmilmilmil 、、、、前年増減前年増減前年増減前年増減+GBP+GBP+GBP+GBP66664444milmilmilmil、、、、増減率増減率増減率増減率++++12121212%%%%））））

・ 前年度対比では、円高の影響を受けるものの、
当社100%出資シンジケートの貢献により、3%増収を
見込む

・ 年初予想対比では、円高により780億円に下方修正

●●●●修正利益修正利益修正利益修正利益：：：：
80808080億円億円億円億円 （（（（前年増減前年増減前年増減前年増減▲▲▲▲22225555億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率▲▲▲▲24%24%24%24%））））

（（（（GBPGBPGBPGBP59595959milmilmilmil 、、、、前年増減前年増減前年増減前年増減▲▲▲▲GBPGBPGBPGBP13131313milmilmilmil、、、、増減率増減率増減率増減率▲▲▲▲19191919%%%%））））

・ 前年度対比では、当社100%出資シンジケートの貢献が
あるものの、2009年度固有の増益要因の反動に加え、
円高により▲24%減益を見込む

・ 年初予想対比では、円高の影響を受けるものの、
対ドル/ポンド安による為替換算益を見込むため、
年初予想通り（ポンドベースでは年初予想を3%上回る）

※※※※ 2009200920092009年年年年12121212月末月末月末月末レートレートレートレートでででで換算換算換算換算したしたしたした場合場合場合場合

海外保険事業海外保険事業海外保険事業海外保険事業④④④④ キルンキルンキルンキルン（（（（１０１０１０１０年度予想年度予想年度予想年度予想））））
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▲75億円※
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▲6億円※
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（単位：GBP in millions）

前年
増減率

予想（年初）
増減率

正味収保 519 615 583 12% ▲5%
修正利益 72 57 59 ▲19% 3%

2010年度
予想

（年初）

2010年度予想（今回）2009年度
実績
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海外保険事業海外保険事業海外保険事業海外保険事業⑤⑤⑤⑤ 再保険事業再保険事業再保険事業再保険事業（（（（除除除除キルンキルンキルンキルン））））（（（（１０１０１０１０年度予想年度予想年度予想年度予想））））

●●●●正味収保正味収保正味収保正味収保：：：：
570570570570億円億円億円億円 （（（（前年増減前年増減前年増減前年増減+1+1+1+1億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率+0%+0%+0%+0%））））

（（（（※※※※630630630630億円億円億円億円、、、、前年増減前年増減前年増減前年増減+61+61+61+61億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率+11%+11%+11%+11%））））

・ 前年度対比では、円高の影響を受けるものの、
Tokio Millennium Re (TMR) の米国新規事業等
により、ほぼ横ばいを見込む

・ 年初予想対比では、円高により570億円に下方修正

●●●●修正利益修正利益修正利益修正利益：：：：
120120120120億円億円億円億円 （（（（前年増減前年増減前年増減前年増減▲▲▲▲99999999億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率▲▲▲▲45%45%45%45%））））

（（（（※※※※132132132132億円億円億円億円、、、、前年増減前年増減前年増減前年増減▲▲▲▲87878787億円億円億円億円、、、、増減率増減率増減率増減率▲▲▲▲40%40%40%40%））））

・ 前年度対比では、2009年度固有の増益要因の反動に
加え、円高等により前年比▲45%減益を見込む

・ 年初予想対比では、円高に加え、マーケットソフト化の
影響および自然災害が年初予想を上回るため120億
円に下方修正

※※※※円高円高円高円高のののの影響影響影響影響をををを除除除除いたいたいたいた場合場合場合場合（（（（2009200920092009年年年年12121212月末月末月末月末レートレートレートレートでででで換算換算換算換算））））
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正味収保正味収保正味収保正味収保

円高の影響
▲60億円

修正利益修正利益修正利益修正利益
2009年度

固有の要因
約60億円

円高の影響
▲12億円

【【【【今後今後今後今後のののの事業展開事業展開事業展開事業展開のののの方針方針方針方針】】】】

○保険引受・販売方針

ｸﾞﾙｰﾌﾟの強みである高格付け・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ等を有効に活用し、2011年1月1日始期契約から海外再保険事業の
新成長戦略に基づいた引受を開始予定

・海外再保険事業におけるﾌﾞﾗﾝﾄﾞ統一

東京海上ｸﾞﾙｰﾌﾟの再保険ﾌﾞﾗﾝﾄﾞを「Tokio Millennium Re （TMR）」に統一
これに伴い、ﾛﾝﾄﾞﾝの再保険拠点であるTokio Marine Global Ltd.の社名を「Tokio Millennium Re(UK) Limited」
に変更

・海外再保険事業の拠点新設

再保険事業の地域的なﾘｽｸ分散および収益拡大を目的として、ｽｲｽならびにｵｰｽﾄﾗﾘｱにおいてTMRの
支店を開設予定

○資産運用方針

･ 従来同様に保守的な運用方針を堅持（債券を中心に運用）

【【【【10101010年度年度年度年度予想予想予想予想】】】】
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（単位：億円)

前年
増減率

予想（年初）
増減率

正味収保 569 630 570 0% ▲10%
修正利益 219 170 120 ▲45% ▲29%

2010年度予想（今回）2010年度
予想

（年初）

2009年度
実績
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海外保険事業海外保険事業海外保険事業海外保険事業⑥⑥⑥⑥ 新興国市場新興国市場新興国市場新興国市場

＜中長期的な利益成長のために＞
アジア・ブラジル・中東など幅広い地域で、損保に加え生保・タカフルを含む多様な事業を、
各国市場の拡大とともに成長させ、中長期的な利益獲得を図る

主要主要主要主要新興国新興国新興国新興国におけるにおけるにおけるにおける事業事業事業事業のののの概要概要概要概要およびおよびおよびおよび今後今後今後今後のののの展開展開展開展開

ブラジルブラジルブラジルブラジル 中東中東中東中東 東南東南東南東南アジアアジアアジアアジア

インドインドインドインド 中国中国中国中国

20

【【【【主要新興国主要新興国主要新興国主要新興国におけるにおけるにおけるにおける事業事業事業事業のののの概要概要概要概要およびおよびおよびおよび今後今後今後今後のののの展開展開展開展開】】】】

○中国

損保：2008年11月に開業した現地法人において、2010年7月に広東支店を開業。今後も支店網を拡大し、
江蘇省、北京市において支店を順次開設予定。10年度は前年比24%増収を見込む

生保：2003年開業の生命人寿において、新商品の投入や全国規模の営業網の更なる拡充、銀行窓販の
拡大などにより、10年度は前年度保険料の倍増を見込む

○ｲﾝﾄﾞ

損保：2001年開業のITGI社では、国内221拠点の販売網を活用し、10年度は前年比14%増収を見込む

生保：Edelweiss Tokio Lifeを2011年中に開業予定。市場の急速な成長機会を捉え、開業から10年後に
2,500億円～3,000億円の収保（100%出資ﾍﾞｰｽ）を見込む

○東南ｱｼﾞｱ

損保：景気回復に伴う自動車販売増や物流回復が見込まれ、自動車保険や海上保険の収保拡大などにより、
10年度は前年比5%増収を見込む

生保：ﾏﾚｰｼｱ生保(TMLM)による銀行窓販、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ生保（TMLS)での新商品投入、ﾀｲ生保（TMLTH）による
代理店網拡大等により、東南ｱｼﾞｱ生保全体では10年度は前年比17%の販売増を見込む

○ﾌﾞﾗｼﾞﾙ

損保：2010年は自動車保険の収益性改善と新ｼｽﾃﾑの完成により、今後の成長基盤を確立した

○中東

ﾀｶﾌﾙ：2010年1月、ｴｼﾞﾌﾟﾄでﾀｶﾌﾙ事業を開始。更にｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱにおいても、新会社を2011年中に開業予定

※前年比は現地通貨ﾍﾞｰｽ



現預金現預金現預金現預金
3%3%3%3%そのそのそのその他他他他

14%14%14%14%

外国証券外国証券外国証券外国証券
10%10%10%10%

国内債券国内債券国内債券国内債券
36%36%36%36%

貸付金貸付金貸付金貸付金
3%3%3%3%

そのそのそのその他他他他のののの
証券証券証券証券
13%13%13%13%

国内株式国内株式国内株式国内株式
13%13%13%13%

買入金銭買入金銭買入金銭買入金銭
債権債権債権債権　　　　7777%%%%
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【【【【東京海上東京海上東京海上東京海上ﾎｰﾙﾃﾎｰﾙﾃﾎｰﾙﾃﾎｰﾙﾃﾞ゙゙゙ｨﾝｸｨﾝｸｨﾝｸｨﾝｸﾞ゙゙゙ｽｽｽｽのののの資産構成資産構成資産構成資産構成（（（（連結連結連結連結）（）（）（）（10/910/910/910/9末末末末））））】】】】 総資産計総資産計総資産計総資産計：：：：16.716.716.716.7兆円兆円兆円兆円

21Copyright©2010 Tokio Marine Holdings, Inc.

資産運用戦略資産運用戦略資産運用戦略資産運用戦略①①①① グループグループグループグループ資産運用戦略資産運用戦略資産運用戦略資産運用戦略

グループグループグループグループ資産運用戦略資産運用戦略資産運用戦略資産運用戦略のののの基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方

グローバルグローバルグローバルグローバルにににに展開展開展開展開するするするする保険会社保険会社保険会社保険会社グループグループグループグループとしてとしてとしてとして、、、、資産運用資産運用資産運用資産運用にににに係係係係るるるる基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方をををを定定定定めるとともめるとともめるとともめるととも

にににに、、、、各国各国各国各国のののの保険事業保険事業保険事業保険事業やややや金融市場金融市場金融市場金融市場がががが置置置置かれたかれたかれたかれた環境環境環境環境にににに合合合合わせてわせてわせてわせて、、、、各社毎各社毎各社毎各社毎にににに取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを進進進進めているめているめているめている

グローバルグローバルグローバルグローバルにににに展開展開展開展開するするするする保険会社保険会社保険会社保険会社グループグループグループグループとしてとしてとしてとして、、、、資産運用資産運用資産運用資産運用にににに係係係係るるるる基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方をををを定定定定めるとともめるとともめるとともめるととも

にににに、、、、各国各国各国各国のののの保険事業保険事業保険事業保険事業やややや金融市場金融市場金融市場金融市場がががが置置置置かれたかれたかれたかれた環境環境環境環境にににに合合合合わせてわせてわせてわせて、、、、各社毎各社毎各社毎各社毎にににに取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを進進進進めているめているめているめている

� 保険会社保険会社保険会社保険会社としてとしてとしてとして、、、、流動性流動性流動性流動性のののの確保確保確保確保をををを大原則大原則大原則大原則とするとするとするとする

� 長期長期長期長期のののの保険負債見合保険負債見合保険負債見合保険負債見合いのいのいのいの資産資産資産資産についてはについてはについてはについては、ＡＬＭ、ＡＬＭ、ＡＬＭ、ＡＬＭ運用運用運用運用をををを原則原則原則原則とするとするとするとする

� それそれそれそれ以外以外以外以外のののの資産運用方針資産運用方針資産運用方針資産運用方針についてはについてはについてはについては、、、、各社各社各社各社それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの保険負債保険負債保険負債保険負債のののの特性特性特性特性やややや

財務基盤財務基盤財務基盤財務基盤、、、、運用環境運用環境運用環境運用環境にににに即即即即してしてしてして、、、、許容許容許容許容リスクリスクリスクリスクのののの範囲内範囲内範囲内範囲内でででで収益向上収益向上収益向上収益向上をををを目指目指目指目指すすすす

� 保険会社保険会社保険会社保険会社としてとしてとしてとして、、、、流動性流動性流動性流動性のののの確保確保確保確保をををを大原則大原則大原則大原則とするとするとするとする

� 長期長期長期長期のののの保険負債見合保険負債見合保険負債見合保険負債見合いのいのいのいの資産資産資産資産についてはについてはについてはについては、ＡＬＭ、ＡＬＭ、ＡＬＭ、ＡＬＭ運用運用運用運用をををを原則原則原則原則とするとするとするとする

� それそれそれそれ以外以外以外以外のののの資産運用方針資産運用方針資産運用方針資産運用方針についてはについてはについてはについては、、、、各社各社各社各社それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの保険負債保険負債保険負債保険負債のののの特性特性特性特性やややや

財務基盤財務基盤財務基盤財務基盤、、、、運用環境運用環境運用環境運用環境にににに即即即即してしてしてして、、、、許容許容許容許容リスクリスクリスクリスクのののの範囲内範囲内範囲内範囲内でででで収益向上収益向上収益向上収益向上をををを目指目指目指目指すすすす

� ERM態勢態勢態勢態勢をををを通通通通じてじてじてじて、、、、グローバルグローバルグローバルグローバルににににリスクリスクリスクリスク管理管理管理管理をををを行行行行いいいい、、、、各社各社各社各社ののののリスクリスクリスクリスク計測手法計測手法計測手法計測手法をををを統一化統一化統一化統一化

� 欧米欧米欧米欧米ではではではでは投資環境見通投資環境見通投資環境見通投資環境見通しやしやしやしや運用方針等運用方針等運用方針等運用方針等につきにつきにつきにつきグループグループグループグループ内内内内でででで共有化共有化共有化共有化をををを図図図図るるるるコミッティーコミッティーコミッティーコミッティーをををを設置設置設置設置

� ERM態勢態勢態勢態勢をををを通通通通じてじてじてじて、、、、グローバルグローバルグローバルグローバルににににリスクリスクリスクリスク管理管理管理管理をををを行行行行いいいい、、、、各社各社各社各社ののののリスクリスクリスクリスク計測手法計測手法計測手法計測手法をををを統一化統一化統一化統一化

� 欧米欧米欧米欧米ではではではでは投資環境見通投資環境見通投資環境見通投資環境見通しやしやしやしや運用方針等運用方針等運用方針等運用方針等につきにつきにつきにつきグループグループグループグループ内内内内でででで共有化共有化共有化共有化をををを図図図図るるるるコミッティーコミッティーコミッティーコミッティーをををを設置設置設置設置

これを支えるインフラとして

【国内債券】

主に東京海上日動やあんしん生命におけるALM債券

【外国証券】

主に海外保険会社における当該現地国の債券

【国内株式】

主に東京海上日動における政策株式

【その他の証券】

主にﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命の特別勘定資産

総資産計総資産計総資産計総資産計

16.716.716.716.7兆円兆円兆円兆円



（億円）

10101010年年年年3333月末月末月末月末 10101010年年年年9999月末月末月末月末

東京海上日動 ▲ 19 ▲ 23
あんしん生命 ▲ 455 ▲ 558

【【【【ALMALMALMALM】】】】

（上期振り返り）

○ALM運用では、従来から行ってきた積立保険負債が持つ金利ﾘｽｸを適切にｺﾝﾄﾛｰﾙするｻｰﾌﾟﾗｽ型ALMを
継続実施

（下期の取り組み）

○引き続き、ｻｰﾌﾟﾗｽ型ALMを継続・強化していき、金利ﾘｽｸを適切にｺﾝﾄﾛｰﾙしていく

○なお、金利が1%上昇した場合の時価剰余の変化額は右表の通り

【【【【債券債券債券債券・・・・貸付等運用貸付等運用貸付等運用貸付等運用、、、、ｵﾙﾀﾅﾃｨﾌｵﾙﾀﾅﾃｨﾌｵﾙﾀﾅﾃｨﾌｵﾙﾀﾅﾃｨﾌﾞ゙゙゙運用運用運用運用】】】】

（上期振り返り）

○債券・貸付等運用では、収益安定化の下支えとなる高流動性債券の組み入れを進めた

○ｵﾙﾀﾅﾃｨﾌﾞ運用では、運用環境を踏まえ慎重に取り組みつつ、収益貢献の見込める案件への投資を進めた

（下期の取り組み）

○債券・貸付等運用では、引き続き、流動性を確保すると共に、安定的に収益拡大を果たすため、海外債券を含めた
高流動性債券の拡充を図る

○ ｵﾙﾀﾅﾃｨﾌﾞ運用では、引き続き、投資対象を厳選し、適切なﾘｽｸｺﾝﾄﾛｰﾙの下で収益貢献を目指す

【【【【政策株式政策株式政策株式政策株式】】】】

（上期振り返り）

○今年度の売却計画に基づき、約690億円の売却を実行

（下期の取り組み）

○引き続き、09年度を上回る規模での売却の実行を目指す
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※あんしん生命は、動的解約を考慮したﾍﾞｰｽ
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資産運用戦略資産運用戦略資産運用戦略資産運用戦略②②②② 東京海上日動東京海上日動東京海上日動東京海上日動

ALMALMALMALM資産資産資産資産 38383838％％％％ALMALMALMALM資産資産資産資産 38383838％％％％

東京海上日動東京海上日動東京海上日動東京海上日動のののの
バランスシートバランスシートバランスシートバランスシート（（（（10/10/10/10/9999末末末末））））

総資産計総資産計総資産計総資産計：：：：8.8.8.8.9999兆円兆円兆円兆円

債券債券債券債券・・・・貸付等貸付等貸付等貸付等
運用運用運用運用 11111111％％％％

債券債券債券債券・・・・貸付等貸付等貸付等貸付等
運用運用運用運用 11111111％％％％

オルタナティブオルタナティブオルタナティブオルタナティブ
運用運用運用運用 4444％％％％

オルタナティブオルタナティブオルタナティブオルタナティブ
運用運用運用運用 4444％％％％

政策株式政策株式政策株式政策株式 24242424％％％％政策株式政策株式政策株式政策株式 24242424％％％％
一般勘定一般勘定一般勘定一般勘定・・・・

自己資本自己資本自己資本自己資本

一般勘定一般勘定一般勘定一般勘定・・・・

自己資本自己資本自己資本自己資本

積立保険積立保険積立保険積立保険
負債等負債等負債等負債等

積立保険積立保険積立保険積立保険
負債等負債等負債等負債等

子会社株式等子会社株式等子会社株式等子会社株式等
8888％％％％

子会社株式等子会社株式等子会社株式等子会社株式等
8888％％％％

そのそのそのその他他他他 15151515％％％％そのそのそのその他他他他 15151515％％％％

注）その他：不動産（主として自用）、
非運用資産など

10101010年度年度年度年度のののの資産運用方針資産運用方針資産運用方針資産運用方針

� 新興国新興国新興国新興国がががが世界経済世界経済世界経済世界経済をををを牽引牽引牽引牽引するするするする一方一方一方一方、、、、先進国経済先進国経済先進国経済先進国経済はははは低成長低成長低成長低成長のののの

長期化長期化長期化長期化がががが懸念懸念懸念懸念されるがされるがされるがされるが、、、、金融金融金融金融・・・・財政政策財政政策財政政策財政政策によりによりによりにより、、、、底割底割底割底割れはれはれはれは回避回避回避回避

できることをできることをできることをできることを見込見込見込見込むむむむ

� リスクシナリオリスクシナリオリスクシナリオリスクシナリオとしてとしてとしてとして、、、、米国米国米国米国ののののデフレデフレデフレデフレ懸念懸念懸念懸念のののの顕在化顕在化顕在化顕在化やややや新興国新興国新興国新興国

経済経済経済経済のののの減速等減速等減速等減速等によりによりによりにより、、、、世界的世界的世界的世界的にににに景気景気景気景気がががが腰折腰折腰折腰折れするれするれするれする可能性可能性可能性可能性にもにもにもにも

留意留意留意留意するするするする

� 新興国新興国新興国新興国がががが世界経済世界経済世界経済世界経済をををを牽引牽引牽引牽引するするするする一方一方一方一方、、、、先進国経済先進国経済先進国経済先進国経済はははは低成長低成長低成長低成長のののの

長期化長期化長期化長期化がががが懸念懸念懸念懸念されるがされるがされるがされるが、、、、金融金融金融金融・・・・財政政策財政政策財政政策財政政策によりによりによりにより、、、、底割底割底割底割れはれはれはれは回避回避回避回避

できることをできることをできることをできることを見込見込見込見込むむむむ

� リスクシナリオリスクシナリオリスクシナリオリスクシナリオとしてとしてとしてとして、、、、米国米国米国米国ののののデフレデフレデフレデフレ懸念懸念懸念懸念のののの顕在化顕在化顕在化顕在化やややや新興国新興国新興国新興国

経済経済経済経済のののの減速等減速等減速等減速等によりによりによりにより、、、、世界的世界的世界的世界的にににに景気景気景気景気がががが腰折腰折腰折腰折れするれするれするれする可能性可能性可能性可能性にもにもにもにも

留意留意留意留意するするするする

� 「「「「保険会社保険会社保険会社保険会社としてとしてとしてとして、、、、資産資産資産資産のののの流動性流動性流動性流動性とととと収益収益収益収益のののの安定性安定性安定性安定性をををを確保確保確保確保するとするとするとすると
共共共共にににに、、、、中長期的中長期的中長期的中長期的なななな純資産価値純資産価値純資産価値純資産価値のののの拡大拡大拡大拡大をををを目指目指目指目指すすすす」」」」とのとのとのとの基本的基本的基本的基本的なななな
考考考考ええええ方方方方にににに基基基基づきづきづきづき、、、、

・ 収益安定化収益安定化収益安定化収益安定化のののの下支下支下支下支えとなるえとなるえとなるえとなる、、、、内外内外内外内外のののの高流動性債券高流動性債券高流動性債券高流動性債券をををを拡充拡充拡充拡充

・ オルタナティブオルタナティブオルタナティブオルタナティブ運用運用運用運用ではではではでは、、、、適切適切適切適切ななななリスクコントロールリスクコントロールリスクコントロールリスクコントロールのののの下下下下、、、、
投資対象投資対象投資対象投資対象をををを厳選厳選厳選厳選しししし、、、、収益貢献収益貢献収益貢献収益貢献をををを目指目指目指目指すすすす

・ 株式保有割合株式保有割合株式保有割合株式保有割合のののの削減削減削減削減をよりをよりをよりをより一層加速一層加速一層加速一層加速

� 「「「「保険会社保険会社保険会社保険会社としてとしてとしてとして、、、、資産資産資産資産のののの流動性流動性流動性流動性とととと収益収益収益収益のののの安定性安定性安定性安定性をををを確保確保確保確保するとするとするとすると
共共共共にににに、、、、中長期的中長期的中長期的中長期的なななな純資産価値純資産価値純資産価値純資産価値のののの拡大拡大拡大拡大をををを目指目指目指目指すすすす」」」」とのとのとのとの基本的基本的基本的基本的なななな
考考考考ええええ方方方方にににに基基基基づきづきづきづき、、、、

・ 収益安定化収益安定化収益安定化収益安定化のののの下支下支下支下支えとなるえとなるえとなるえとなる、、、、内外内外内外内外のののの高流動性債券高流動性債券高流動性債券高流動性債券をををを拡充拡充拡充拡充

・ オルタナティブオルタナティブオルタナティブオルタナティブ運用運用運用運用ではではではでは、、、、適切適切適切適切ななななリスクコントロールリスクコントロールリスクコントロールリスクコントロールのののの下下下下、、、、
投資対象投資対象投資対象投資対象をををを厳選厳選厳選厳選しししし、、、、収益貢献収益貢献収益貢献収益貢献をををを目指目指目指目指すすすす

・ 株式保有割合株式保有割合株式保有割合株式保有割合のののの削減削減削減削減をよりをよりをよりをより一層加速一層加速一層加速一層加速



23

23Copyright©2010 Tokio Marine Holdings, Inc.

リスクベースリスクベースリスクベースリスクベース経営経営経営経営（（（（ERM））））

AA格基準格基準格基準格基準のののの必要資本必要資本必要資本必要資本モデルモデルモデルモデルによりによりによりにより実質純資産実質純資産実質純資産実質純資産とととと

リスクリスクリスクリスク量量量量のののの適切適切適切適切ななななバランスバランスバランスバランスををををコントロールコントロールコントロールコントロール

AA格基準格基準格基準格基準のののの必要資本必要資本必要資本必要資本モデルモデルモデルモデルによりによりによりにより実質純資産実質純資産実質純資産実質純資産とととと

リスクリスクリスクリスク量量量量のののの適切適切適切適切ななななバランスバランスバランスバランスををををコントロールコントロールコントロールコントロール

（（（（地域地域地域地域・・・・事業事業事業事業等等等等のののの））））分散分散分散分散をををを勘案勘案勘案勘案したしたしたした事業事業事業事業ポートフォリオポートフォリオポートフォリオポートフォリオ
のののの構築構築構築構築によりによりによりにより、、、、グループグループグループグループ収益収益収益収益のののの安定性安定性安定性安定性ととととリスクリスクリスクリスク量対比量対比量対比量対比
でのでのでのでの収益性収益性収益性収益性をををを向上向上向上向上

（（（（地域地域地域地域・・・・事業事業事業事業等等等等のののの））））分散分散分散分散をををを勘案勘案勘案勘案したしたしたした事業事業事業事業ポートフォリオポートフォリオポートフォリオポートフォリオ
のののの構築構築構築構築によりによりによりにより、、、、グループグループグループグループ収益収益収益収益のののの安定性安定性安定性安定性ととととリスクリスクリスクリスク量対比量対比量対比量対比
でのでのでのでの収益性収益性収益性収益性をををを向上向上向上向上

＆＆＆＆

健全性健全性健全性健全性のののの維持維持維持維持健全性健全性健全性健全性のののの維持維持維持維持 収益性収益性収益性収益性（（（（資本効率資本効率資本効率資本効率））））のののの向上向上向上向上収益性収益性収益性収益性（（（（資本効率資本効率資本効率資本効率））））のののの向上向上向上向上
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リスクリスクリスクリスクとととと資本資本資本資本ををををコントロールコントロールコントロールコントロールリスクリスクリスクリスクとととと資本資本資本資本ををををコントロールコントロールコントロールコントロール

35,000億円

27,000億円
31,000億円

24,000億円

8,000億円

7,000億円

0億円

10,000億円

20,000億円

30,000億円

40,000億円

実質純資産
実質純資産

リスク量
リスク量

ｷｬﾋﾟﾀﾙ･ﾊﾞｯﾌｧｰ

ｷｬﾋﾟﾀﾙ･ﾊﾞｯﾌｧｰ

2010年3月末時点 2010年9月末時点

【【【【S&PS&PS&PS&PののののERMERMERMERM評価評価評価評価】】】】

通常の信用格付け(AAA・AA等の記号で信用力を表示）とは独立した保険会社のERM態勢の評価

S&Pが公表している評価結果の分布*は、上位から順にExcellent1.5%、Strong13.0%、以下4段階で85.5%

東京海上日動東京海上日動東京海上日動東京海上日動はははは本邦保険会社本邦保険会社本邦保険会社本邦保険会社（（（（単体単体単体単体））））ではではではでは唯一唯一唯一唯一東京海上日動東京海上日動東京海上日動東京海上日動はははは本邦保険会社本邦保険会社本邦保険会社本邦保険会社（（（（単体単体単体単体））））ではではではでは唯一唯一唯一唯一""""""""StrongStrongStrongStrongStrongStrongStrongStrong""""""""評価評価評価評価をををを受受受受けているけているけているけている評価評価評価評価をををを受受受受けているけているけているけている

* 北米･ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞの165社(2009年12月31日時点)、欧州･中東･ｱﾌﾘｶの174社(2010年3月31日時点)の公表ﾃﾞｰﾀを元に当社集計

【【【【資本資本資本資本ととととﾘｽｸﾘｽｸﾘｽｸﾘｽｸのののの状況状況状況状況】】】】

実質純資産 ： 連結純資産＋各種準備金（異常危険準備金等）＋生保保有契約価値－のれん等

ﾘｽｸ量 ： 99.95%VaR、分散効果考慮後

ｷｬﾋﾟﾀﾙ・ﾊﾞｯﾌｧｰ： 金融・経済環境の変動や新たなM&A戦略等に対応するために必要な資本の備え

上期振り返り 下期計画

(1) 資本のｺﾝﾄﾛｰﾙ

� 09年度期末配当（205億円）に加え、自己株式の
取得を再開（250億円）

� 当面の資本基盤の充実を確保した上で、
中間配当（195億円）と追加で250億円を上限に
自己株式取得を実施予定

(2) ﾘｽｸのｺﾝﾄﾛｰﾙ

� 年初計画どおり政策株式の売却を順次実行
（上期売却額約690億円）

� 資産運用、変額年金ﾋﾞｼﾞﾈｽなどはﾘｽｸ抑制的な
ｽﾀﾝｽを継続

� 引き続き、株式市場の状況を見極めながら、
09年度を上回る規模の売却を目指す

� 金融市場、経済状況の動向を見極めつつ、急変時に
は機動的なﾘｽｸ削減を検討・実施していく

(3) 各種業務基盤（ﾓﾃﾞﾙ）の整備・高度化

� 必要資本（統合ﾘｽｸ）ﾓﾃﾞﾙを含むｸﾞﾙｰﾌﾟ内ﾘｽｸﾓﾃﾞﾙの高度化を継続実施
� 各種ｲﾝﾌﾗ（ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ、負債の時価評価ｽｷｰﾑ等）の開発を継続（国際会計基準導入への準備も含む）

【【【【ﾘｽｸﾍﾘｽｸﾍﾘｽｸﾍﾘｽｸﾍﾞ゙゙゙ｰｽｰｽｰｽｰｽ経営経営経営経営（（（（ERMERMERMERM））））のののの10101010年度年度年度年度取取取取りりりり組組組組みみみみ】】】】



（単位：億円）

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010（見込）

1,239 1,050 1,721 518 1,387 1,697 1,432 ▲ 525 1,654 1,000

165 1,185 1,121 890 1,102 1,198 887 380 894予 未定

株主配当株主配当株主配当株主配当 165 185 197 189 252 298 387 380 394 389

自己株取得自己株取得自己株取得自己株取得((((注注注注)))) 0 1,000 924 701 850 900 500 － 500予 未定

注）当年度に取得した分は前年度末の資本状況を踏まえた資本戦略枠に対応するため、前年度の株主還元として表記（例：2010年度取得予定の500億円（最大）は2009年度の株主還元）

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010（見込）

1,000億円 1,100億円 1,200億円 1,400億円 900億円 950億円 900億円

800億円 900億円 900億円 1,000億円 800億円 850億円 850億円

22円 30円 36円 48円 48円 50円 50円

189億円 252億円 298億円 387億円 380億円 394億円 389億円

24% 28% 33% 39% 48% 46% 46%配当性向配当性向配当性向配当性向：：：：対対対対ｺｱｺｱｺｱｺｱ修正利益修正利益修正利益修正利益

平均的平均的平均的平均的なななな修正利益修正利益修正利益修正利益

平均的平均的平均的平均的ななななｺｱｺｱｺｱｺｱ修正利益修正利益修正利益修正利益

1111株株株株あたりあたりあたりあたり配当金配当金配当金配当金

配当金総額配当金総額配当金総額配当金総額

修正利益修正利益修正利益修正利益

株主還元総額株主還元総額株主還元総額株主還元総額
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資本戦略資本戦略資本戦略資本戦略・・・・株主還元株主還元株主還元株主還元

自己株式取得自己株式取得自己株式取得自己株式取得（（（（機動的機動的機動的機動的なななな株主還元株主還元株主還元株主還元））））

● 10年度上半期に250億円の自己株式取得を実施

● 下半期も追加追加追加追加でででで250250250250億円億円億円億円をををを上限上限上限上限としてとしてとしてとして（（（（10101010年度取得分合計年度取得分合計年度取得分合計年度取得分合計ではではではでは最大最大最大最大500500500500億円億円億円億円））））自己株式取得自己株式取得自己株式取得自己株式取得をををを実施予定実施予定実施予定実施予定

自己株式取得自己株式取得自己株式取得自己株式取得自己株式取得自己株式取得自己株式取得自己株式取得（（（（機動的機動的機動的機動的なななな株主還元株主還元株主還元株主還元））））（（（（機動的機動的機動的機動的なななな株主還元株主還元株主還元株主還元））））

● 10年度上半期に250億円の自己株式取得を実施

● 下半期も追加追加追加追加でででで追加追加追加追加でででで250250250250250250250250億円億円億円億円をををを上限上限上限上限としてとしてとしてとして（（（（億円億円億円億円をををを上限上限上限上限としてとしてとしてとして（（（（1010101010101010年度取得分合計年度取得分合計年度取得分合計年度取得分合計ではではではでは最大最大最大最大年度取得分合計年度取得分合計年度取得分合計年度取得分合計ではではではでは最大最大最大最大500500500500500500500500億円億円億円億円））））自己株式取得自己株式取得自己株式取得自己株式取得をををを実施予定実施予定実施予定実施予定億円億円億円億円））））自己株式取得自己株式取得自己株式取得自己株式取得をををを実施予定実施予定実施予定実施予定

・年初に想定していない新たな事業投資にも機動的に活用
・取得した自己株式は消却を前提とはしない

資本資本資本資本資本資本資本資本
（（※※１）１）

×××× 資本資本資本資本資本資本資本資本
戦略枠戦略枠戦略枠戦略枠戦略枠戦略枠戦略枠戦略枠

自己株式取得自己株式取得自己株式取得自己株式取得等等等等
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配当性向
40～50%
を目処

資
本
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ス
ト
率

資本戦略枠
上限

事業投資計画や自己資本自己資本自己資本自己資本のののの水準水準水準水準等を勘案

【【【【中期経営計画中期経営計画中期経営計画中期経営計画：：：：資本戦略枠全体像資本戦略枠全体像資本戦略枠全体像資本戦略枠全体像】】】】

＝＝＝＝

※1：資本＝株主資本＋異常危険準備金＋危険準備金＋価格変動準備金
※2：コア修正利益＝修正利益－生保事業のEV増加額

（（※※22））

株主配当金株主配当金株主配当金株主配当金（（（（安定的安定的安定的安定的なななな株主還元株主還元株主還元株主還元））））

●●●● 年初計画通年初計画通年初計画通年初計画通りりりり中間配当金中間配当金中間配当金中間配当金のののの支払支払支払支払いをいをいをいを予定予定予定予定 （1株当たり25円：総額195億円）

● 通期配当金見込み（ 1株当たり50円：総額389億円）の配当性向は、「平均的なコア修正利益」対比で46％

株主配当金株主配当金株主配当金株主配当金株主配当金株主配当金株主配当金株主配当金（（（（安定的安定的安定的安定的なななな株主還元株主還元株主還元株主還元））））（（（（安定的安定的安定的安定的なななな株主還元株主還元株主還元株主還元））））

●●●● 年初計画通年初計画通年初計画通年初計画通りりりり中間配当金中間配当金中間配当金中間配当金のののの支払支払支払支払いをいをいをいを予定予定予定予定年初計画通年初計画通年初計画通年初計画通りりりり中間配当金中間配当金中間配当金中間配当金のののの支払支払支払支払いをいをいをいを予定予定予定予定 （1株当たり25円：総額195億円）

● 通期配当金見込み（ 1株当たり50円：総額389億円）の配当性向は、「平均的なコア修正利益」対比で46％

トップクラストップクラストップクラストップクラスのののの株主還元株主還元株主還元株主還元

勘案勘案勘案勘案
株主配当金株主配当金株主配当金株主配当金

【【【【修正利益修正利益修正利益修正利益/ / / / ｺｱｺｱｺｱｺｱ修正利益修正利益修正利益修正利益とととと株主還元状況株主還元状況株主還元状況株主還元状況】】】】

●「平均的なｺｱ修正利益」
の40～50%の範囲内

◇◇◇◇東京海上東京海上東京海上東京海上ﾎｰﾙﾃﾎｰﾙﾃﾎｰﾙﾃﾎｰﾙﾃﾞ゙゙゙ｨﾝｸｨﾝｸｨﾝｸｨﾝｸﾞ゙゙゙ｽｽｽｽののののBPSBPSBPSBPS、、、、PBRPBRPBRPBR
2003200320032003////3333末末末末 2004200420042004////3333末末末末 2005200520052005////3333末末末末 2006200620062006////3333末末末末 2007200720072007////3333末末末末 2008200820082008////3333末末末末 2009200920092009////3333末末末末 2010201020102010////3333末末末末 2010201020102010////9999末末末末

修正発行済株式数修正発行済株式数修正発行済株式数修正発行済株式数 924,573千株 894,028千株 859,950千株 840,234千株 823,337千株 802,231千株 787,562千株 787,605千株 777,074千株

株価 株価 株価 株価 1,472円 3,240円 3,120円 4,660円 4,360円 3,680円 2,395円 2,633円 2,252円

騰落率騰落率騰落率騰落率 120.1% ▲ 3.7% 49.4% ▲ 6.4% ▲ 15.6% ▲ 34.9% 9.9% ▲ 14.5%

（（（（参考参考参考参考））））TOPIXTOPIXTOPIXTOPIX 788.00 1,179.23 1,182.18 1,728.16 1,713.61 1,212.96 773.66 978.81 829.51

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 騰落率騰落率騰落率騰落率 49.6% 0.3% 46.2% ▲ 0.8% ▲ 29.2% ▲ 36.2% 26.5% ▲ 15.3%

財務会計上財務会計上財務会計上財務会計上のののの税引後自己資本税引後自己資本税引後自己資本税引後自己資本 18,049億円 23,108億円 23,052億円 32,098億円 33,984億円 25,635億円 16,278億円 21,690億円 20,126億円

財務会計上財務会計上財務会計上財務会計上BPSBPSBPSBPS 1,952円 2,585円 2,681円 3,820円 4,128円 3,195円 2,067円 2,754円 2,590円

財務会計上財務会計上財務会計上財務会計上PBRPBRPBRPBR 0.75 1.25 1.16 1.22 1.06 1.15 1.16 0.96 0.87

修正資本修正資本修正資本修正資本((((注注注注)))) 26,211億円 32,087億円 32,179億円 42,387億円 45,858億円 36,059億円 25,642億円 31,608億円 29,356億円

修正修正修正修正ﾍﾍﾍﾍﾞ゙゙゙ｰｽｰｽｰｽｰｽBPSBPSBPSBPS((((注注注注)))) 2,830円 3,590円 3,740円 5,040円 5,570円 4,490円 3,260円 4,010円 3,780円

修正修正修正修正ﾍﾍﾍﾍﾞ゙゙゙ｰｽｰｽｰｽｰｽPBRPBRPBRPBR ((((注注注注)))) 0.52 0.90 0.83 0.92 0.78 0.82 0.73 0.66 0.60

注）2010/9末の修正資本、修正ﾍﾞｰｽBPS、修正ﾍﾞｰｽPBRは簡易計算に基づく推定値
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データデータデータデータ編目次編目次編目次編目次：：：：２０２０２０２０１０１０１０１０年度第年度第年度第年度第２２２２四半期決算詳細四半期決算詳細四半期決算詳細四半期決算詳細

（１）連結決算① 損益計算書の概況 ・・・・・・・・・・・・P．２６

（２）連結決算② グループ会社の利益貢献 ・・・・・・・・・・・・P．２７

（３）連結決算③ 貸借対照表の概況 ・・・・・・・・・・・・P．２８

（４）東京海上日動単体決算① 損益計算書の概況 ・・・・・・・・・・・・P．２９

（５）東京海上日動単体決算② 資産運用の概況 ・・・・・・・・・・・・P．３０

（６）日新火災単体決算 損益計算書の概況 ・・・・・・・・・・・・P．３１

（７）あんしん生命単体決算 損益計算書の概況 ・・・・・・・・・・・・P．３２

（８）フィナンシャル生命単体決算 損益計算書の概況 ・・・・・・・・・・・・P．３３

（９）海外保険事業 主要２社の上期実績の概況 ・・・・・・・・・・・・P．３４

ご参考：修正利益・修正ＲＯＥの定義 ・・・・・・・・・・・・P．３５
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連結決算連結決算連結決算連結決算①①①① 損益計算書損益計算書損益計算書損益計算書のののの概況概況概況概況
(単位：億円）

前年増減率前年増減率前年増減率前年増減率 前年増減前年増減前年増減前年増減 前年増減率前年増減率前年増減率前年増減率 （（（（参考参考参考参考）））） 前年増減率前年増減率前年増減率前年増減率
経常収益経常収益経常収益経常収益 18,708 ▲4.5% 17,22517,22517,22517,225 ▲1,482 ▲7.9% 35,708 1.9%

保険引受収益保険引受収益保険引受収益保険引受収益 15,126 ▲14.1% 15,05815,05815,05815,058 ▲68 ▲0.5% 29,681 ▲5.2%
うちうちうちうち正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料 11,827 2.2% 11,74911,74911,74911,749 ▲77 ▲0.7% 22,929 7.4%
うちうちうちうち収入積立保険料収入積立保険料収入積立保険料収入積立保険料 738 ▲18.0% 686686686686 ▲52 ▲7.1% 1,383 ▲16.8%
うちうちうちうち生命保険料生命保険料生命保険料生命保険料 2,190 ▲53.7% 2,2752,2752,2752,275 85 3.9% 4,647 ▲37.7%
うちうちうちうち支払備金戻入額支払備金戻入額支払備金戻入額支払備金戻入額 10 － －－－－ ▲10 ▲100.0% － ▲100.0%

資産運用収益資産運用収益資産運用収益資産運用収益 3,262 99.0% 1,8431,8431,8431,843 ▲1,418 ▲43.5% 5,363 74.9%
うちうちうちうち利息及利息及利息及利息及びびびび配当金収入配当金収入配当金収入配当金収入 1,061 ▲22.4% 1,1291,1291,1291,129 68 6.4% 2,069 ▲12.9%
うちうちうちうち有価証券売却益有価証券売却益有価証券売却益有価証券売却益 285 ▲54.3% 516516516516 230 80.8% 791 10.4%
うちうちうちうち金融派生商品収益金融派生商品収益金融派生商品収益金融派生商品収益 29 － 329329329329 299 1025.4% － ▲100.0%
うちうちうちうち特別勘定資産運用益特別勘定資産運用益特別勘定資産運用益特別勘定資産運用益 2,147 － －－－－ ▲2,147 ▲100.0% 2,988 －

そのそのそのその他経常収益他経常収益他経常収益他経常収益 319 ▲9.1% 323323323323 4 1.3% 662 ▲0.1%
経常費用経常費用経常費用経常費用 17,662 ▲9.2% 15,74415,74415,74415,744 ▲1,918 ▲10.9% 33,673 ▲4.3%

保険引受費用保険引受費用保険引受費用保険引受費用 14,330 ▲0.9% 11,60811,60811,60811,608 ▲2,722 ▲19.0% 27,340 22.4%
うちうちうちうち正味支払保険金正味支払保険金正味支払保険金正味支払保険金 6,576 0.7% 6,6156,6156,6156,615 38 0.6% 13,457 3.0%
うちうちうちうち諸手数料及諸手数料及諸手数料及諸手数料及びびびび集金費集金費集金費集金費 2,292 ▲3.4% 2,2712,2712,2712,271 ▲20 ▲0.9% 4,649 5.2%
うちうちうちうち生命保険金等生命保険金等生命保険金等生命保険金等 473 2.9% 703703703703 230 48.6% 1,041 14.5%
うちうちうちうち支払備金繰入額支払備金繰入額支払備金繰入額支払備金繰入額 － ▲100.0% 152152152152 152 － 91 －
うちうちうちうち責任準備金等繰入額責任準備金等繰入額責任準備金等繰入額責任準備金等繰入額 3,342 15.8% 85858585 ▲3,256 ▲97.4% 4,297 1904.1%

資産運用費用資産運用費用資産運用費用資産運用費用 520 ▲74.2% 1,3571,3571,3571,357 837 160.9% 661 ▲90.9%
うちうちうちうち有価証券売却損有価証券売却損有価証券売却損有価証券売却損 76 10.7% 39393939 ▲36 ▲48.5% 117 ▲64.7%
うちうちうちうち有価証券評価損有価証券評価損有価証券評価損有価証券評価損 182 ▲42.1% 155155155155 ▲27 ▲15.0% 287 ▲82.3%
うちうちうちうち金融派生商品費用金融派生商品費用金融派生商品費用金融派生商品費用 － ▲100.0% －－－－ － － 64 －
うちうちうちうち特別勘定資産運用損特別勘定資産運用損特別勘定資産運用損特別勘定資産運用損 － ▲100.0% 860860860860 860 － － ▲100.0%

営業費及営業費及営業費及営業費及びびびび一般管理費一般管理費一般管理費一般管理費 2,763 ▲1.7% 2,7232,7232,7232,723 ▲39 ▲1.4% 5,537 6.5%
そのそのそのその他経常費用他経常費用他経常費用他経常費用 107 ▲36.8% 71717171 ▲35 ▲33.2% 218 ▲43.7%

経常利益経常利益経常利益経常利益 1,046 640.6% 1,4811,4811,4811,481 435 41.6% 2,034 －
特別利益特別利益特別利益特別利益 10 ▲86.3% 10101010 0 2.9% 51 ▲93.9%
特別損失特別損失特別損失特別損失 55 ▲24.0% 94949494 38 69.2% 274 26.4%
税金等調整前中間税金等調整前中間税金等調整前中間税金等調整前中間（（（（当期当期当期当期））））純利益純利益純利益純利益 1,000 594.4% 1,3971,3971,3971,397 397 39.7% 1,811 285.9%
法人税等合計法人税等合計法人税等合計法人税等合計 275 － 439439439439 164 59.9% 505 103.8%
少数株主損益調整前中間少数株主損益調整前中間少数株主損益調整前中間少数株主損益調整前中間（（（（当期当期当期当期））））純利益純利益純利益純利益 － － 957957957957 － － － －
少数株主利益少数株主利益少数株主利益少数株主利益 13 － 5555 ▲7 ▲58.8% 21 －
中間中間中間中間（（（（当期当期当期当期））））純利益純利益純利益純利益 712 294.6% 952952952952 239 33.7% 1,284 454.9%

2009200920092009年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期 2010201020102010年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期 2009200920092009年度通期年度通期年度通期年度通期

【【【【経常収益経常収益経常収益経常収益】】】】

○正味収入保険料は、自動車・自賠責を中心に東京海上日動・日新火災で増収となったものの、海外保険会社で
円高の影響を強く受けたことを主因に、▲0.7%減収の11,749億円

○生命保険料は、ﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命で大幅減収となったものの、あんしん生命で保有契約が順調に増加したことや、
ｱｼﾞｱ生保において新商品販売や銀行窓販が好調であったことを主因に、3.9%増収の2,275億円

○資産運用収益は、前年にﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命で計上した特別勘定資産運用益が、国内株式市況の悪化により損失に
転じたことを主因として、▲43.5%減収の1,843億円

【【【【経常利益経常利益経常利益経常利益およびおよびおよびおよび中間中間中間中間純利益純利益純利益純利益】】】】

○東京海上日動における有価証券売却損益の増加、円高に伴う外貨建支払備金の積増負担減少やﾃﾞﾘﾊﾞﾃｨﾌﾞの
ﾍｯｼﾞ益増加のほかに、英国保険子会社におけるﾄﾞﾙ高ﾎﾟﾝﾄﾞ安に伴う資産運用損益の増益、ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱの増益等を
主因として、経常利益で435億円増益の1,481億円、中間純利益で239億円増益の952億円となった。なお、ﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命
の特別勘定資産運用損については、同額を責任準備金から戻入れるため損益への影響はない

【【【【09090909年度年度年度年度中間中間中間中間純利益純利益純利益純利益からのからのからのからの増減要因増減要因増減要因増減要因】】】】

○○○○経常収益経常収益経常収益経常収益のののの事業別構成事業別構成事業別構成事業別構成
(「ｾｸﾞﾒﾝﾄ情報」における
外部顧客からの経常収益の割合)

経常収益
国内損害保険事業 69.8%
国内生命保険事業 14.5%
海外保険事業 17.9%
金融・一般事業 1.4%
調整額 △3.6%
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連結決算連結決算連結決算連結決算②②②② グループグループグループグループ会社会社会社会社のののの利益貢献利益貢献利益貢献利益貢献

注： 「連結調整後中間純利益」とは、各連結子会社単体決算の中間純利益に、それぞれののれん・負ののれんの償却額、
パーチェス差額、留保利益税効果、連結子会社間等の消去などを加減算したもの

（単位：億円）

経常利益経常利益経常利益経常利益 中間純利益中間純利益中間純利益中間純利益
連結調整後連結調整後連結調整後連結調整後
中間純利益中間純利益中間純利益中間純利益

東京海上日動東京海上日動東京海上日動東京海上日動 1,336 935 697 

日新火災日新火災日新火災日新火災 26 19 4 

あんしんあんしんあんしんあんしん生命生命生命生命 126 74 76 

フィナンシャルフィナンシャルフィナンシャルフィナンシャル生命生命生命生命 ▲ 36 ▲ 37 ▲ 37 

海外保険事業会社海外保険事業会社海外保険事業会社海外保険事業会社 386 310 203 

金融金融金融金融････一般事業会社一般事業会社一般事業会社一般事業会社 17 11 14 

【【【【単体単体単体単体中間中間中間中間純利益純利益純利益純利益にににに対対対対するするするする連結調整連結調整連結調整連結調整のののの主主主主なななな内容内容内容内容】】】】

○東京海上日動

旧東京海上と旧日動火災の経営統合時（当社設立時）に計上した旧日動火災に係る負ののれんの償却が
あるが、ﾊﾟｰﾁｪｽ差額や海外子会社からの配当消去などにより、連結調整後の中間純利益が単体の中間
純利益を下回る

○日新火災

経営統合時に計上した負ののれんの償却があるものの、
ﾊﾟｰﾁｪｽ差額などにより、連結調整後の中間純利益が単体の中間純利益を下回る

○海外保険事業会社

ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ・ｷﾙﾝ買収によるのれんの償却負担を主因とし、
連結調整後の中間純利益が、調整前に合算した中間純利益を下回る
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連結決算連結決算連結決算連結決算③③③③ 貸借対照表貸借対照表貸借対照表貸借対照表のののの概況概況概況概況

（単位：億円）

科科科科　　　　　　　　目目目目
2010201020102010年度年度年度年度
第第第第2222四半期四半期四半期四半期

対前年度末対前年度末対前年度末対前年度末
比較増減比較増減比較増減比較増減

科科科科　　　　　　　　目目目目
2010201020102010年度年度年度年度
第第第第2222四半期四半期四半期四半期

対前年度末対前年度末対前年度末対前年度末
比較増減比較増減比較増減比較増減

現金及現金及現金及現金及びびびび預貯金預貯金預貯金預貯金 3,3533,3533,3533,353 ▲ 1,168 保険契約準備金保険契約準備金保険契約準備金保険契約準備金 117,351117,351117,351117,351 ▲ 95

コールローンコールローンコールローンコールローン 1,7511,7511,7511,751 586 社債社債社債社債 1,4191,4191,4191,419 ▲ 368

買現先勘定買現先勘定買現先勘定買現先勘定 1,9491,9491,9491,949 439 債券貸借取引受入担保金債券貸借取引受入担保金債券貸借取引受入担保金債券貸借取引受入担保金 13,86313,86313,86313,863 ▲ 1,940

買入金銭債権買入金銭債権買入金銭債権買入金銭債権 12,35212,35212,35212,352 ▲ 1,039 退職給付引当金退職給付引当金退職給付引当金退職給付引当金 1,6191,6191,6191,619 18

有価証券有価証券有価証券有価証券 121,510121,510121,510121,510 ▲ 4,668 繰延税金負債繰延税金負債繰延税金負債繰延税金負債 466466466466 ▲ 668

貸付金貸付金貸付金貸付金 5,4145,4145,4145,414 ▲ 64 負負負負ののれんののれんののれんののれん 1,2631,2631,2631,263 ▲ 51

有形固定資産有形固定資産有形固定資産有形固定資産 3,1793,1793,1793,179 ▲ 64 そのそのそのその他他他他 11,34711,34711,34711,347 ▲ 374

無形固定資産無形固定資産無形固定資産無形固定資産 3,6293,6293,6293,629 ▲ 173 負債負債負債負債のののの部合計部合計部合計部合計 147,331147,331147,331147,331 ▲ 3,478

　　　　うちうちうちうち　　　　のれんのれんのれんのれん 2,6632,6632,6632,663 ▲ 82

繰延税金資産繰延税金資産繰延税金資産繰延税金資産 1,2331,2331,2331,233 413 株主資本合計株主資本合計株主資本合計株主資本合計 12,45012,45012,45012,450 560

そのそのそのその他他他他 13,24813,24813,24813,248 701 評価評価評価評価・・・・換算差額等合計換算差額等合計換算差額等合計換算差額等合計 7,6757,6757,6757,675 ▲ 2,124

そのそのそのその他他他他 164164164164 5

純資産純資産純資産純資産のののの部合計部合計部合計部合計 20,29020,29020,29020,290 ▲ 1,557

資産資産資産資産のののの部合計部合計部合計部合計 167,622167,622167,622167,622 ▲ 5,036 負債及負債及負債及負債及びびびび純資産純資産純資産純資産のののの部合計部合計部合計部合計 167,622167,622167,622167,622 ▲ 5,036

【【【【総資産総資産総資産総資産】】】】

株式市況の悪化による有価証券の減少、および東京海上日動におけるﾚﾎﾟ受入担保金の減少を主因として
16兆7,622億円と前年度末に比べて5,036億円の減少

【【【【資産資産資産資産のののの部部部部】】】】

○有価証券

金利低下による国債の時価上昇によりあんしん生命の有価証券が増加したものの、
株価下落により東京海上日動やﾌｨﾅﾝｼｬﾙ生命で有価証券が減少したこと、
および東京海上日動でﾚﾎﾟ受入担保金が減少したことを主因として減少

【【【【負債負債負債負債のののの部部部部】】】】

○債券貸借取引受入担保金

東京海上日動において、収益性の低下に伴いﾚﾎﾟ取引を減少させたことにより減少

【【【【純資産純資産純資産純資産のののの部部部部】】】】

○評価・換算差額等合計

株価下落に伴い「その他有価証券評価差額金」が減少



29

29Copyright©2010 Tokio Marine Holdings, Inc.

東京海上日動単体決算東京海上日動単体決算東京海上日動単体決算東京海上日動単体決算①①①① 損益計算書損益計算書損益計算書損益計算書のののの概況概況概況概況

増減率増減率増減率増減率 増減額増減額増減額増減額 増減率増減率増減率増減率 （（（（参考参考参考参考）））） 増減率増減率増減率増減率
10,983 ▲6.8% 11,73811,73811,73811,738 755 6.9% 22,576 ▲4.6%
10,280 ▲2.0% 10,38610,38610,38610,386 106 1.0% 21,137 ▲3.1%

うちうちうちうち正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料 8,702 ▲6.3% 8,7408,7408,7408,740 37 0.4% 17,360 ▲4.3%
うちうちうちうち収入積立保険料収入積立保険料収入積立保険料収入積立保険料 698 ▲17.5% 647647647647 ▲51 ▲7.4% 1,304 ▲16.9%
うちうちうちうち支払備金戻入額支払備金戻入額支払備金戻入額支払備金戻入額 203 - 126126126126 ▲76 ▲37.5% 227 ▲15.7%
うちうちうちうち責任準備金戻入額責任準備金戻入額責任準備金戻入額責任準備金戻入額 344 - 560560560560 215 62.6% 1,606 38.7%

668 ▲45.4% 1,3161,3161,3161,316 647 96.9% 1,362 ▲22.5%
うちうちうちうち利息及利息及利息及利息及びびびび配当金収入配当金収入配当金収入配当金収入 572 ▲39.1% 831831831831 258 45.1% 1,084 ▲31.5%
うちうちうちうち積立保険料等運用益振替積立保険料等運用益振替積立保険料等運用益振替積立保険料等運用益振替 ▲330 ▲9.0% ▲310 ▲310 ▲310 ▲310 19 - ▲637 - 
うちうちうちうち有価証券売却益有価証券売却益有価証券売却益有価証券売却益 237 ▲62.9% 500500500500 263 111.1% 722 0.8%
うちうちうちうち金融派生商品収益金融派生商品収益金融派生商品収益金融派生商品収益 138 - 213213213213 75 54.6% 114 ▲11.4%

34 ▲43.0% 35353535 1 4.0% 76 ▲21.0%
10,170 ▲12.3% 10,40110,40110,40110,401 231 2.3% 21,102 ▲8.1%
8,357 ▲8.1% 8,5608,5608,5608,560 202 2.4% 17,462 ▲2.7%

うちうちうちうち正味支払保険金正味支払保険金正味支払保険金正味支払保険金 5,347 ▲4.1% 5,4145,4145,4145,414 67 1.3% 10,964 ▲4.2%
うちうちうちうち損害調査費用損害調査費用損害調査費用損害調査費用 399 ▲4.6% 418418418418 19 4.9% 820 4.9%
うちうちうちうち諸手数料及諸手数料及諸手数料及諸手数料及びびびび集金費集金費集金費集金費 1,541 ▲3.3% 1,5241,5241,5241,524 ▲16 ▲1.1% 3,044 ▲3.0%
うちうちうちうち満期返戻金満期返戻金満期返戻金満期返戻金 1,039 ▲4.9% 1,1711,1711,1711,171 132 12.8% 2,595 2.4%

222 ▲57.6% 198198198198 ▲23 ▲10.6% 358 ▲75.4%
うちうちうちうち有価証券売却損有価証券売却損有価証券売却損有価証券売却損 31 ▲41.6% 25252525 ▲6 ▲19.4% 43 ▲83.4%
うちうちうちうち有価証券評価損有価証券評価損有価証券評価損有価証券評価損 142 ▲12.5% 112112112112 ▲30 ▲21.2% 248 ▲62.4%
うちそのうちそのうちそのうちその他運用費用他運用費用他運用費用他運用費用 24 ▲84.2% 15151515 ▲9 ▲38.5% 12 ▲96.5%

1,536 ▲17.9% 1,6151,6151,6151,615 79 5.2% 3,161 ▲7.8%
54 ▲48.3% 27272727 ▲27 ▲50.4% 120 ▲18.4%

812 333.4% 1,3361,3361,3361,336 524 64.5% 1,474 111.7%
11 ▲78.2% 2222 ▲9 ▲81.9% 38 ▲94.3%
36 83.9% 83838383 47 129.0% 178 88.7%

787 260.0% 1,2541,2541,2541,254 467 59.4% 1,333 5.2%
223 1686.4% 319319319319 96 43.3% 389 ▲30.1%
563 173.6% 935935935935 371 65.8% 944 32.8%

（単位：億円）

税引前中間税引前中間税引前中間税引前中間（（（（当期当期当期当期））））純利益純利益純利益純利益
法人税等合計法人税等合計法人税等合計法人税等合計
中間中間中間中間（（（（当期当期当期当期））））純利益純利益純利益純利益

そのそのそのその他経常費用他経常費用他経常費用他経常費用
経常利益経常利益経常利益経常利益
特別利益特別利益特別利益特別利益
特別損失特別損失特別損失特別損失

経常費用経常費用経常費用経常費用
保険引受費用保険引受費用保険引受費用保険引受費用

資産運用費用資産運用費用資産運用費用資産運用費用

営業費及営業費及営業費及営業費及びびびび一般管理費一般管理費一般管理費一般管理費

経常収益経常収益経常収益経常収益
保険引受収益保険引受収益保険引受収益保険引受収益

資産運用収益資産運用収益資産運用収益資産運用収益

そのそのそのその他経常収益他経常収益他経常収益他経常収益

2009200920092009年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期 2009200920092009年度通期年度通期年度通期年度通期2010201020102010年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期

【【【【保険引受利益保険引受利益保険引受利益保険引受利益】】】】

○正味収入保険料は0.4%増収の8,740億円となった。ｴｺｶｰ減税・補助金等の効果による新車販売増加を主因とする
自賠責の増収、貿易物流の回復による海上の増収、料率改定による自動車の増収が主因

○自動車・火災等において発生保険金が増加したこと、および業務革新ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ関連ｺｽﾄをはじめとした社費の増加
により、保険引受利益は▲179億円減益の354億円となった
（損害率･事業費率･ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞﾚｼｵの詳細は本編P.8ご参照）

【【【【資産運用損益資産運用損益資産運用損益資産運用損益】】】】

○海外子会社配当金の増加などを主因とした利息配当金収入の増加、有価証券売却損益の増加、円高の進行に
よる為替関連の金融派生商品損益の増加等により、資産運用損益は671億円増益の1,117億円となった

【【【【特別損益特別損益特別損益特別損益】】】】

○資産除去債務の導入に伴う過年度費用の計上や減損損失の増加等により、特別損益は▲56億円減益の▲81億円
の損失となった

【【【【中間中間中間中間純利益純利益純利益純利益】】】】

○経常利益は、保険引受利益の減益を資産運用損益の増益が上回り、524億円増益の1,336億円となった
中間純利益は、特別損益の減益などの結果、371億円増益の935億円となった

【【【【ｿﾙﾍｿﾙﾍｿﾙﾍｿﾙﾍﾞ゙゙゙ﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰ････ﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾞ゙゙゙ﾝﾝﾝﾝ比率比率比率比率】】】】

○株価の低下等を主因として、▲2.7ﾎﾟｲﾝﾄ低下の829.4%となった

（2009年度末の852.6%からは▲23.2ﾎﾟｲﾝﾄ低下）

（単位：億円）

増減率増減率増減率増減率 増減増減増減増減 増減率増減率増減率増減率 （（（（参考参考参考参考）））） 増減率増減率増減率増減率
533 - 354 ▲179 ▲33.6% 817 10.8%

66.0% 66.7% 0.7% 67.9%
33.8% 34.2% 0.5% 34.0%
99.8% 101.0% 1.2% 101.9%

446 ▲36.2% 1,117 671 150.3% 1,004 235.9%
832.1% 829.4% ▲2.7% 852.6%

正味損害率正味損害率正味損害率正味損害率
保険引受利益保険引受利益保険引受利益保険引受利益

ｿﾙﾍｿﾙﾍｿﾙﾍｿﾙﾍﾞ゙゙゙ﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰ・・・・ﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾞ゙゙゙ﾝﾝﾝﾝ比率比率比率比率
資産運用損益資産運用損益資産運用損益資産運用損益
ｺﾝﾊｺﾝﾊｺﾝﾊｺﾝﾊﾞ゙゙゙ｲﾝﾄｲﾝﾄｲﾝﾄｲﾝﾄﾞ゙゙゙ﾚｼｵﾚｼｵﾚｼｵﾚｼｵ
正味事業費率正味事業費率正味事業費率正味事業費率

2009200920092009年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期 2009200920092009年度通期年度通期年度通期年度通期2010201020102010年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期
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東京海上日動単体決算東京海上日動単体決算東京海上日動単体決算東京海上日動単体決算②②②② 資産運用資産運用資産運用資産運用のののの概況概況概況概況

資産残高資産残高資産残高資産残高のののの推移推移推移推移

買入金銭債権等

預金・コール

内国債券

内国株式

外国証券

不動産
その他

非運用資産

貸付金

▲▲▲▲ 0.70.70.70.7兆円兆円兆円兆円

2.4％

13.2％

24.3％

27.9％

14.7％

5.1％

2.6％
0.9％

8.9％

2.3％

13.3％

28.2％

27.1％

13.9％

4.7％

2.4％
0.8％

7.2％

資産運用損益資産運用損益資産運用損益資産運用損益のののの推移推移推移推移

資産運用損益資産運用損益資産運用損益資産運用損益のののの内訳内訳内訳内訳

（兆円）

（億円）

8.8.8.8.9999兆円兆円兆円兆円

9.79.79.79.7兆円兆円兆円兆円

446446446446
億円億円億円億円

1,1,1,1,117117117117
億円億円億円億円

（億円）

+ + + + 671671671671億円億円億円億円

（%は総資産に対する構成比）

09年度
上期

10年度
上期

増減

利息配当金収入（インカム） 572 831 +258

　　（うち、内国株式配当金） (244) (252) (+8)

（-）積立保険料等運用益振替 ▲330 ▲310 +19

（=）ネット利息配当金収入 242 520 +278

売却損益等計（キャピタル） 204 597 +393

有価証券売却損益 205 475 +269

有価証券評価損 ▲142 ▲112 +30

　　（うち、内国株式評価損） (▲112) (▲95) (+17)

金融派生商品損益 138 213 +75

　　（うち、為替予約・通貨スワップ） (78) (169) (+91)

その他運用損益等 3 20 +17

資産運用損益 446 1,117 +671

【【【【10101010年度年度年度年度上期上期上期上期実績実績実績実績】】】】

○ 総資産残高は8兆9,379億円（前年度末対比▲7,700億円）

株価下落に伴い内国株式の含み益が減少したことや、現金担保付債券貸借取引（債券ﾚﾎﾟ取引）が減少したこと

等により、買入金銭債権（ｺﾏｰｼｬﾙﾍﾟｰﾊﾟｰ等）・内国債券（短期国債）の残高が減少したこと等によるもの

○ 資産運用損益は1,117億円（前年同期比+671億円）

● ﾈｯﾄ利息配当金収入は520億円（前年同期比+278億円）

・海外子会社からの外国株式配当金の増加や、09年度に計上したﾍｯｼﾞﾌｧﾝﾄﾞ等の解約損の反動等によるもの

● ｷｬﾋﾟﾀﾙ損益は、597億円（前年同期比+393億円）。主な要因は以下のとおり

・有価証券売却損益は、政策株式売却加速による内国株式売却益の増加等により、前年同期比269億円の

増加となった

・有価証券評価損は、09年度に計上した評価損の反動により、前年同期比30億円の改善となった

・金融派生商品損益では、円高進行に伴い為替予約や通貨ｽﾜｯﾌﾟで評価益を計上したこと等により、

合計で75億円の増加となった
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日新火災単体決算日新火災単体決算日新火災単体決算日新火災単体決算 損益計算書損益計算書損益計算書損益計算書のののの概況概況概況概況

（単位：億円）

増減率増減率増減率増減率 増減額増減額増減額増減額 増減率増減率増減率増減率 （（（（参考参考参考参考）））） 増減率増減率増減率増減率
経常収益経常収益経常収益経常収益 816 1.6% 820820820820 4 0.5% 1,671 0.6%

保険引受収益保険引受収益保険引受収益保険引受収益 767 ▲1.1% 778778778778 10 1.3% 1,560 ▲1.7%
うちうちうちうち正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料正味収入保険料 663 ▲5.1% 675675675675 12 1.8% 1,318 ▲3.0%
うちうちうちうち収入積立保険料収入積立保険料収入積立保険料収入積立保険料 39 ▲26.5% 39393939 ▲0 ▲1.8% 79 ▲14.2%
うちうちうちうち支払備金戻入額支払備金戻入額支払備金戻入額支払備金戻入額 5 - ---- ▲5 ▲100.0% - ▲100.0%
うちうちうちうち責任準備金戻入額責任準備金戻入額責任準備金戻入額責任準備金戻入額 44 398.9% 50505050 6 15.2% 134 40.8%

資産運用収益資産運用収益資産運用収益資産運用収益 47 79.0% 38383838 ▲9 ▲19.2% 109 51.3%
うちうちうちうち利息及利息及利息及利息及びびびび配当金収入配当金収入配当金収入配当金収入 29 ▲4.8% 27272727 ▲1 ▲4.6% 57 ▲3.9%
うちうちうちうち積立保険料等運用益振替積立保険料等運用益振替積立保険料等運用益振替積立保険料等運用益振替 ▲14 - ▲12▲12▲12▲12 1 - ▲27 -
うちうちうちうち有価証券売却益有価証券売却益有価証券売却益有価証券売却益 31 228.2% 19191919 ▲11 ▲37.4% 67 115.6%
うちうちうちうち金融派生商品収益金融派生商品収益金融派生商品収益金融派生商品収益 0 - 3333 3 7404.4% 1 ▲85.1%

そのそのそのその他経常収益他経常収益他経常収益他経常収益 0 27.2% 3333 2 411.7% 1 8.0%
経常費用経常費用経常費用経常費用 768 ▲6.8% 793793793793 25 3.3% 1,606 ▲11.8%

保険引受費用保険引受費用保険引受費用保険引受費用 615 ▲2.8% 656656656656 41 6.7% 1,304 2.1%
うちうちうちうち正味支払保険金正味支払保険金正味支払保険金正味支払保険金 368 ▲5.3% 402402402402 34 9.4% 779 0.0%
うちうちうちうち損害調査費損害調査費損害調査費損害調査費 36 ▲1.9% 35353535 ▲0 ▲1.6% 72 0.4%
うちうちうちうち諸手数料及諸手数料及諸手数料及諸手数料及びびびび集金費集金費集金費集金費 123 ▲1.2% 123123123123 0 0.3% 244 ▲0.6%
うちうちうちうち満期返戻金満期返戻金満期返戻金満期返戻金 86 9.4% 86868686 ▲0 ▲0.1% 191 8.3%
うちうちうちうち支払備金繰入額支払備金繰入額支払備金繰入額支払備金繰入額 - ▲100.0% 7777 7 - 15 -

資産運用費用資産運用費用資産運用費用資産運用費用 9 ▲77.0% 6666 ▲3 ▲34.1% 20 ▲91.3%
うちうちうちうち有価証券売却損有価証券売却損有価証券売却損有価証券売却損 1 ▲67.0% 0000 ▲0 ▲51.7% 4 ▲74.2%
うちうちうちうち有価証券評価損有価証券評価損有価証券評価損有価証券評価損 6 ▲81.0% 4444 ▲1 ▲32.2% 10 ▲91.7%
うちそのうちそのうちそのうちその他運用費用他運用費用他運用費用他運用費用 0 22.6% 0000 ▲0 ▲1.1% 0 15.2%

営業費及営業費及営業費及営業費及びびびび一般管理費一般管理費一般管理費一般管理費 138 ▲2.7% 130130130130 ▲8 ▲6.0% 278 ▲1.2%
そのそのそのその他経常費用他経常費用他経常費用他経常費用 4 ▲35.0% 0000 ▲4 ▲91.1% 2 ▲87.6%

経常利益経常利益経常利益経常利益 47 - 26262626 ▲21 ▲44.8% 64 -
特別利益特別利益特別利益特別利益 0 ▲100.0% 1111 1 22398.3% 13 ▲67.1%
特別損失特別損失特別損失特別損失 1 146.1% 1111 0 27.9% 3 180.3%
税引前中間税引前中間税引前中間税引前中間（（（（当期当期当期当期））））純利益純利益純利益純利益 46 624.1% 25252525 ▲20 ▲45.0% 74 -
法人税等合計法人税等合計法人税等合計法人税等合計 16 862.5% 6666 ▲10 ▲62.0% 31 -
中間中間中間中間（（（（当期当期当期当期））））純利益純利益純利益純利益 29 535.8% 19191919 ▲10 ▲35.5% 42 -

2009200920092009年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期 2009200920092009年度通期年度通期年度通期年度通期2010201020102010年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期

【【【【保険引受利益保険引受利益保険引受利益保険引受利益】】】】

○正味収入保険料は、ﾘﾃｰﾙ分野での好調を受け、自動車・火災を中心に1.8%増収の675億円となった

○一方、自動車での事故発生件数が増加したことなどから、正味支払保険金と支払備金繰入額を合計した
発生保険金が増加し、保険引受利益は▲20億円減益の▲5億円の損失となった

【【【【資産運用損益資産運用損益資産運用損益資産運用損益】】】】

○有価証券評価損が減少したものの、利息配当金収入および有価証券売却益の減少などにより、▲5億円減益
の32億円の利益となった

【【【【中間中間中間中間純利益純利益純利益純利益】】】】

○保険引受利益の悪化を受け、経常利益は▲21億円減益の26億円となり、中間純利益は▲10億円減益の
19億円となった

【【【【損害率損害率損害率損害率】】】】

○正味収入保険料の増収はあったものの、自動車・火災を中心とした支払保険金の増加により、4.0ﾎﾟｲﾝﾄ上昇
の64.9%となった

【【【【事業費率事業費率事業費率事業費率】】】】

○正味収入保険料の増収に加え、業務効率化に伴う人件費の削減効果により、▲1.9ﾎﾟｲﾝﾄ改善の37.2%となった

【【【【ｿﾙﾍｿﾙﾍｿﾙﾍｿﾙﾍﾞ゙゙゙ﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰ・・・・ﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾞ゙゙゙ﾝﾝﾝﾝ比率比率比率比率】】】】

○前年度末対比では、金利の低下を受け公社債の含み益が増加したことから、23.0ﾎﾟｲﾝﾄ上昇の770.7%となった

（単位：億円）

増減率増減率増減率増減率 増減額増減額増減額増減額 増減率増減率増減率増減率 （（（（参考参考参考参考）））） 増減率増減率増減率増減率

保険引受利益保険引受利益保険引受利益保険引受利益 14 381.1% ▲5 ▲20 ▲138.3% ▲19 ▲160.2%

正味損害率正味損害率正味損害率正味損害率 60.9% 64.9% 4.0% 64.6%

正味事業費率正味事業費率正味事業費率正味事業費率 39.1% 37.2% ▲1.9% 39.2%

ｺﾝﾊｺﾝﾊｺﾝﾊｺﾝﾊﾞ゙゙゙ｲﾝﾄｲﾝﾄｲﾝﾄｲﾝﾄﾞ゙゙゙ﾚｼｵﾚｼｵﾚｼｵﾚｼｵ 100.0% 102.1% 2.1% 103.8%

資産運用損益資産運用損益資産運用損益資産運用損益 38 - 32 ▲5 ▲15.5% 88 -

ｿﾙﾍｿﾙﾍｿﾙﾍｿﾙﾍﾞ゙゙゙ﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰ・・・・ﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾞ゙゙゙ﾝﾝﾝﾝ比率比率比率比率 779.6% 770.7% ▲8.9% 747.7%

2009200920092009年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期 2009200920092009年度通期年度通期年度通期年度通期2010201020102010年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期
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あんしんあんしんあんしんあんしん生命単体決算生命単体決算生命単体決算生命単体決算 損益計算書損益計算書損益計算書損益計算書のののの概況概況概況概況

（単位：億円）

前年増減率前年増減率前年増減率前年増減率 前年増減前年増減前年増減前年増減 前年増減率前年増減率前年増減率前年増減率 （（（（参考参考参考参考）））） 前年増減率前年増減率前年増減率前年増減率

経常収益経常収益経常収益経常収益 2,410 3.8% 2,5662,5662,5662,566 155 6.4% 5,231 4.6%
保険料等収入保険料等収入保険料等収入保険料等収入 2,089 7.5% 2,2252,2252,2252,225 135 6.5% 4,572 4.5%

うちうちうちうち保険料保険料保険料保険料 2,078 7.4% 2,2052,2052,2052,205 127 6.1% 4,542 7.4%
資産運用収益資産運用収益資産運用収益資産運用収益 310 ▲15.8% 321321321321 10 3.5% 618 4.9%

うちうちうちうち利息及利息及利息及利息及びびびび配当金等収入配当金等収入配当金等収入配当金等収入 288 13.8% 307307307307 18 6.5% 583 12.6%
そのそのそのその他経常収益他経常収益他経常収益他経常収益 10 1.3% 19191919 8 81.8% 39 19.7%

経常費用経常費用経常費用経常費用 2,278 1.7% 2,4092,4092,4092,409 130 5.7% 5,162 4.4%
保険金等支払金保険金等支払金保険金等支払金保険金等支払金 878 9.7% 1,0661,0661,0661,066 187 21.4% 1,935 8.5%

うちうちうちうち保険金保険金保険金保険金 178 9.0% 182182182182 4 2.4% 376 8.3%
うちうちうちうち給付金給付金給付金給付金 103 11.2% 310310310310 207 200.5% 285 39.7%
うちうちうちうち解約返戻金解約返戻金解約返戻金解約返戻金 565 14.2% 522522522522 ▲43 ▲7.6% 1,147 5.4%

責任準備金等繰入額責任準備金等繰入額責任準備金等繰入額責任準備金等繰入額 770 ▲23.6% 662662662662 ▲108 ▲14.1% 2,208 ▲0.4%
うちうちうちうち責任準備金繰入額責任準備金繰入額責任準備金繰入額責任準備金繰入額 770 ▲23.6% 662662662662 ▲108 ▲14.1% 2,196 ▲0.7%

資産運用費用資産運用費用資産運用費用資産運用費用 205 1106.7% 230230230230 25 12.4% 134 85.5%
うちうちうちうち為替差損為替差損為替差損為替差損 195 - 221221221221 25 13.1% 115 196.8%

事業費事業費事業費事業費 405 1.9% 422422422422 16 4.0% 836 0.6%
そのそのそのその他経常費用他経常費用他経常費用他経常費用 17 16.0% 27272727 9 56.2% 46 19.6%

経常利益経常利益経常利益経常利益 132 60.6% 157157157157 24 18.5% 68 24.1%
特別損失特別損失特別損失特別損失 2 9.5% 5555 3 124.8% 8 29.0%
契約者配当準備金繰入額契約者配当準備金繰入額契約者配当準備金繰入額契約者配当準備金繰入額 34 90.0% 31313131 ▲3 ▲9.1% 54 21.3%
税引前中間税引前中間税引前中間税引前中間（（（（当期当期当期当期））））純利益純利益純利益純利益 95 53.9% 120120120120 24 25.7% 6 47.8%
法人税等合計法人税等合計法人税等合計法人税等合計 36 47.3% 45454545 9 25.6% 6 47.8%

中間中間中間中間（（（（当期当期当期当期））））純利益純利益純利益純利益 59 58.2% 74747474 15 25.7% 0 26.6%

基礎利益基礎利益基礎利益基礎利益 121 101.0% 152152152152 31 25.4% 51 877.1%
ソルベンシーソルベンシーソルベンシーソルベンシー・・・・マージンマージンマージンマージン比率比率比率比率 2,618.0% 2,989.2%2,989.2%2,989.2%2,989.2% 2,584.3%

2009200920092009年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期 2010201020102010年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期 2009200920092009年度通期年度通期年度通期年度通期

（単位：億円／件数：千件）

前年増減率 前年増減 前年増減率 （（（（参考参考参考参考）））） 前年増減率

206 17.1%               227                 20                   10.1% 448 12.7%               

うち医療・がん 91 12.5%               102                 11                   12.3% 201 10.0%               

6 5.1%                6                    0 6.1% 14 9.4%                

212 16.7%               234                 21                   10.0% 462 12.6%               

13,076 20.4%               13,657 581                 4.4% 27,731 16.1%               

287 ▲0.1%             320                 32                   11.1% 646 4.3%                

13,363 19.9%               13,977             613 4.6% 28,377 15.8%               

208 12.5%               219                 11                   5.5% 460 16.2%               

うち医療・がん 42 11.4%               49                   7                    18.9% 95 12.4%               

16 ▲4.1%             16                   0 3.2% 36 2.2%                

224 11.1%               236                 11                   5.3% 496 15.0%               

2,574 12.0%               2,883               308                 12.0% 2,738 11.9%               

うち医療・がん 1,107 13.1%               1,244               137                 12.4% 1,181 12.5%               

253 1.9%                251                 ▲2                 ▲0.9%             255 1.5%                

2,828 11.0%               3,134               306                 10.8% 2,993 11.0%               

155,393 9.0%                169,958 14,564             9.4% 163,411 9.6%                

10,108 2.0%                10,118             10                   0.1% 10,230 1.8%                

165,501 8.5%                180,076           14,574 8.8% 173,641 9.1%                

2,948 5.4%                3,160               211                 7.2% 3,061 6.6%                

うち医療・がん 518 12.2%               584                 65                   12.7% 554 12.2%               

764 0.9%                734                 ▲30               ▲3.9%             763 0.2%                

3,713 4.5%                3,895               181                 4.9% 3,825 5.2%                

新新新新
契契契契
約約約約

契約高

個人保険

個人保険

2009200920092009年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期

個人年金保険

個人年金保険

合　　計

個人年金保険

件数

個人保険

2009200920092009年度通期年度通期年度通期年度通期

合　　計

個人年金保険

合　　計

2010201020102010年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期

個人年金保険

合　　計

個人保険

年換算
保険料

個人保険

保保保保
有有有有
契契契契
約約約約

件数

個人保険

契約高

合　　計

年換算
保険料 個人年金保険

合　　計

【【【【保険料等収入保険料等収入保険料等収入保険料等収入】】】】

○保有契約規模の拡大に伴い保険料等収入は6.5%増収の2,225億円（135億円の増収）

【【【【中間純利益中間純利益中間純利益中間純利益・・・・基礎利益基礎利益基礎利益基礎利益】】】】

○好調な新契約と保有契約規模の拡大に加え、事業費の抑制にも取組んだことから、中間純利益は15億円増益
の74億円、基礎利益は31億円増益の152億円

【【【【ｿﾙﾍｿﾙﾍｿﾙﾍｿﾙﾍﾞ゙゙゙ﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰ････ﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾞ゙゙゙ﾝﾝﾝﾝ比率比率比率比率】】】】

○2,989.2%（前年度末増減+404.9ﾎﾟｲﾝﾄ）と引き続き高い水準を維持し、優れた健全性を確保

＜＜＜＜営業概況営業概況営業概況営業概況＞＞＞＞

【【【【新契約新契約新契約新契約】】】】（※個人保険・個人年金合計）

○「家計保障定期」、「ﾒﾃﾞｨｶﾙﾐﾆ」等の販売増加により、件数(前年増減率+10.0%)・契約高(同+4.6%)
・年換算保険料(同+5.3%)といずれも増加

【【【【保有契約保有契約保有契約保有契約】】】】（※個人保険・個人年金合計）

○新契約の伸びに伴い、件数(前年増減率+10.8%)・契約高(同+8.8%)・年換算保険料（同+4.9%)といずれも増加
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【【【【営業概況営業概況営業概況営業概況】】】】

【【【【保険料保険料保険料保険料】】】】

○10年度上期の保険料は、前年同期比161億円増収の1,022億円となった

これは、最低保証ﾘｽｸｺﾝﾄﾛｰﾙを前提とした抑制的な販売ｽﾀﾝｽを継続しているものの、09年度上期に
販売ｺｽﾄの見直しなどにより、新契約が減少した影響によるもの

【【【【中間中間中間中間純利益純利益純利益純利益】】】】

○10年度上期は、前年同期比▲43億円減益の▲37億円となった

これは、10年度上期は、前年度末対比で運用環境が悪化し、最低保証ﾘｽｸを保有している契約の
最低保証責任準備金が増加したことや、販売している主力商品が初期費用の無い商品であり、
従来商品に比べ販売ｺｽﾄ負担が先行的に当期損益に反映され収益が悪化したことなどによるもの

【【【【ｿﾙﾍｿﾙﾍｿﾙﾍｿﾙﾍﾞ゙゙゙ﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰﾝｼｰ････ﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾏｰｼﾞ゙゙゙ﾝﾝﾝﾝ比率比率比率比率】】】】

○10年度上期は、前年度末より▲205.8ﾎﾟｲﾝﾄ減少し、1,069.5%となった

これは、中間純利益▲37億円の計上等によりｿﾙﾍﾞﾝｼｰ･ﾏｰｼﾞﾝ総額が▲6億円減少したことや、
資産運用ﾘｽｸや最低保証ﾘｽｸの増加により、ﾘｽｸの合計額が24億円増加したことによるもの
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フィナンシャルフィナンシャルフィナンシャルフィナンシャル生命単体決算生命単体決算生命単体決算生命単体決算 損益計算書損益計算書損益計算書損益計算書のののの概況概況概況概況

（単位：億円）

前年増減率前年増減率前年増減率前年増減率 前年増減前年増減前年増減前年増減 前年増減率前年増減率前年増減率前年増減率 （（（（参考参考参考参考）））） 前年増減率前年増減率前年増減率前年増減率

経常収益経常収益経常収益経常収益 3,032 ▲9.2% 1,6191,6191,6191,619 ▲1,412 ▲46.6% 4,837 ▲14.8%

保険料等収入保険料等収入保険料等収入保険料等収入 873 ▲73.6% 1,0341,0341,0341,034 160 18.4% 1,823 ▲59.7%

うちうちうちうち保険料保険料保険料保険料 860 ▲73.9% 1,0221,0221,0221,022 161 18.8% 1,798 ▲60.1%

資産運用収益資産運用収益資産運用収益資産運用収益 2,149 14,461.3% 21212121 ▲2,127 ▲99.0% 2,992 4,175.2%

うちうちうちうち特別勘定資産運用益特別勘定資産運用益特別勘定資産運用益特別勘定資産運用益 2,147 - ---- ▲2,147 ▲100.0% 2,988 -

そのそのそのその他経常収益他経常収益他経常収益他経常収益 9 ▲47.4% 563563563563 554 5,645.4% 21 ▲98.0%

うちうちうちうち責任準備金戻入額責任準備金戻入額責任準備金戻入額責任準備金戻入額 - - 551551551551 551 - - ▲100.0%

経常費用経常費用経常費用経常費用 3,026 ▲5.4% 1,6561,6561,6561,656 ▲1,369 ▲45.3% 4,850 ▲13.0%

保険金等支払金保険金等支払金保険金等支払金保険金等支払金 443 0.7% 720720720720 277 62.6% 1,071 28.3%

うちうちうちうち保険金保険金保険金保険金 83 7.7% 88888888 5 6.3% 168 12.7%

うちうちうちうち解約返戻金解約返戻金解約返戻金解約返戻金 148 ▲25.6% 320320320320 172 115.7% 451 35.6%

うちうちうちうち再保険料再保険料再保険料再保険料 206 35.0% 224224224224 18 9.0% 423 26.5%

責任準備金等繰入額責任準備金等繰入額責任準備金等繰入額責任準備金等繰入額 2,472 111.5% ---- ▲2,472 ▲100.0% 3,581 -

うちうちうちうち責任準備金繰入額責任準備金繰入額責任準備金繰入額責任準備金繰入額 2,472 111.5% ---- ▲2,472 ▲100.0% 3,573 -

資産運用費用資産運用費用資産運用費用資産運用費用 23 ▲98.3% 860860860860 837 3,557.4% 33 ▲99.2%

うちうちうちうち特別勘定資産運用損特別勘定資産運用損特別勘定資産運用損特別勘定資産運用損 - ▲100.0% 860860860860 860 - - ▲100.0%

事業費事業費事業費事業費 80 ▲58.7% 68686868 ▲12 ▲15.2% 151 ▲50.0%

そのそのそのその他経常費用他経常費用他経常費用他経常費用 6 ▲67.1% 6666 ▲0 ▲0.4% 13 ▲56.1%

経常利益経常利益経常利益経常利益 6 ▲95.4% ▲36▲36▲36▲36 ▲43 ▲661.1% ▲13 ▲112.9%

特別利益特別利益特別利益特別利益 0 - 0000 0 49.7% 0 ▲92.8%

特別損失特別損失特別損失特別損失 0 263.1% 0000 0 28.9% 0 143.2%

税引前中間税引前中間税引前中間税引前中間（（（（当期当期当期当期））））純利益純利益純利益純利益 6 ▲95.7% ▲37▲37▲37▲37 ▲43 ▲715.0% ▲13 ▲113.4%

法人税等合計法人税等合計法人税等合計法人税等合計 0 16.4% 0000 ▲0 ▲26.3% 0 3.8%

中間中間中間中間（（（（当期当期当期当期））））純利益純利益純利益純利益 5 ▲95.8% ▲37▲37▲37▲37 ▲43 ▲721.6% ▲13 ▲113.5%

基礎利益基礎利益基礎利益基礎利益 34 ▲62.7% ▲60▲60▲60▲60 ▲95 ▲273.9% 25 -

ソルベンシーソルベンシーソルベンシーソルベンシー・・・・マージンマージンマージンマージン比率比率比率比率 1,280.8% 1,069.5%1,069.5%1,069.5%1,069.5% 1,275.3%

2009200920092009年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期 2010201020102010年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期 2009200920092009年度通期年度通期年度通期年度通期

(単位：億円／件数：千件）

前年増減率 前年増減 前年増減率

個人保険 - ▲100.0% - - -
個人年金保険 17 ▲72.7% 20 2 16.7%

合計 17 ▲72.7% 20 2 16.7%

個人保険 - ▲100.0% - - -

個人年金保険 827 ▲74.6% 993 165 20.0%

個人保険 - ▲100.0% - - -
個人年金保険 82 ▲74.6% 99 16 20.1%

合計 82 ▲74.6% 99 16 20.1%

個人保険 38 ▲3.9% 37 ▲1 ▲3.7%
個人年金保険 453 9.0% 480 27 6.1%

合計 491 7.9% 518 26 5.3%

個人保険 3,034 ▲4.4% 2,900 ▲133 ▲4.4%

個人年金保険 24,226 6.1% 25,145 919 3.8%

個人保険 42 ▲7.5% 39 ▲2 ▲5.4%
個人年金保険 2,541 6.4% 2,639 98 3.9%

合計 2,583 6.2% 2,679 95 3.7%

保保保保
有有有有
契契契契
約約約約

件数

契約高

年換算
保険料

新新新新
契契契契
約約約約

件数

契約高

年換算
保険料

2009200920092009年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期 2010201020102010年度第年度第年度第年度第2222四半期四半期四半期四半期
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海外保険事業海外保険事業海外保険事業海外保険事業 主要主要主要主要２２２２社社社社のののの上期実績上期実績上期実績上期実績のののの概況概況概況概況 （（（（現地通貨現地通貨現地通貨現地通貨ベースベースベースベース））））

フィラデルフィアフィラデルフィアフィラデルフィアフィラデルフィア キルンキルンキルンキルン

（単位：USD in millions） （単位：GBP in millions）

前年同期前年同期前年同期前年同期
増減率増減率増減率増減率

前年同期前年同期前年同期前年同期
増減率増減率増減率増減率

正味収保 898 1,877 949949949949 6% 319 519 332332332332 4%

既経過保険料 878 1,797 947947947947 8% 217 484 226226226226 4%

発生保険金 523 1,010 565565565565 8% 124 231 126126126126 2%

手数料・社費 266 532 279279279279 5% 63 145 80808080 27%

保険引受利益（*1） 88 251 101101101101 15% 30 108 21212121 ▲32%

資産運用損益 72 210 91919191 26% 4 14 11111111 175%

当期純利益 135 347 143143143143 6% ▲ 0 72 35353535 -

修正利益 118 309 142142142142 21% ▲ 1 72 35353535 -

損害率（*1）（*2） 59.6% 56.2% 59.6%59.6%59.6%59.6% 0.0p 57.1% 47.7% 55.6%55.6%55.6%55.6% ▲1.5p

事業費率（*1）（*2） 30.3% 29.6% 29.5%29.5%29.5%29.5% ▲0.8p 28.8% 30.0% 35.2%35.2%35.2%35.2% 6.3p 

コンバインドレシオ（*1） 89.8% 85.8% 89.1%89.1%89.1%89.1% ▲0.7p 85.9% 77.6% 90.8%90.8%90.8%90.8% 4.9p 

（*1）買収に伴う一時費用を除いたベース

（*2）分母は既経過保険料

キルンキルンキルンキルン

2009200920092009年度年度年度年度
上期実績上期実績上期実績上期実績

2009200920092009年度年度年度年度
実績実績実績実績

2010201020102010年度上期実績年度上期実績年度上期実績年度上期実績2009200920092009年度年度年度年度
上期実績上期実績上期実績上期実績

2009200920092009年度年度年度年度
実績実績実績実績

2010201020102010年度上期実績年度上期実績年度上期実績年度上期実績

フィラデルフィアフィラデルフィアフィラデルフィアフィラデルフィア

【【【【ﾌｨﾗﾃﾌｨﾗﾃﾌｨﾗﾃﾌｨﾗﾃﾞ゙゙゙ﾙﾌｨｱﾙﾌｨｱﾙﾌｨｱﾙﾌｨｱ】】】】

○正味収保

・ﾄﾞﾙﾍﾞｰｽでは、米国損保ﾏｰｹｯﾄ全体が▲0.2%のﾏｲﾅｽ成長となる中、前年同期比6%の増収

○修正利益

・ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞﾚｼｵが、米国損保ﾏｰｹｯﾄ全体で101.9%となる中、89.1%となるなど、引き続き高い収益性を維持し、
ﾄﾞﾙﾍﾞｰｽでの修正利益は前年同期比21%の増益

【【【【ｷﾙﾝｷﾙﾝｷﾙﾝｷﾙﾝ】】】】

○正味収保

・ﾏｰｹｯﾄｿﾌﾄ化の影響はあるものの、当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ100%出資ｼﾝｼﾞｹｰﾄにおける自然災害引受の拡大等により
ﾎﾟﾝﾄﾞﾍﾞｰｽでは4%の増収

○修正利益

・ﾁﾘ地震等の自然災害の影響を含めてもｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞﾚｼｵは良好に推移しており、加えて当社ｸﾞﾙｰﾌﾟ100%出資
ｼﾝｼﾞｹｰﾄでの事業拡大、資産運用益や為替換算益（前年同期は為替換算損を計上）の増加により、
対前年同期36百万ﾎﾟﾝﾄﾞの増益
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ごごごご参考参考参考参考：：：：修正利益修正利益修正利益修正利益・・・・修正修正修正修正ＲＯＥＲＯＥＲＯＥＲＯＥのののの定義定義定義定義

※1 各調整額は税引き後
※2 戻入の場合はマイナス
※3 ALM＝資産･負債総合管理

ALMの負債時価変動見合いとして除外
※4 海外の一部の生保については(3)の基準により算出
※5 Embedded Value の略

純資産価値に、保有契約から将来得られるであろう
利益の現在価値を加えた指標

その他特別損益
･評価性引当等

価格変動
準備金

繰入額
※2

異常危険
準備金等

繰入額
※2

当期
純利益

＜概念図＞ 修正利益

１．修正利益※1

(1) 損害保険事業

-
修正
利益

保有株式･不動産
等に関する

売却損益･評価損

ＥＶ
※5

の
当期増加額

=

ALM債券･金利ｽﾜｯﾌﾟ
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売却･評価損益
※3

=

(3) その他の事業　…　財務会計上の当期純利益

+ + - -

増資等
資本取引

(2) 生命保険事業※4

-
修正
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ＥＶの
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(2) 生命保険事業※4
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２．修正資本※1（平均残高ベース）
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= ÷

３．修正ＲＯＥ

【【【【ごごごご参考参考参考参考：：：：修正利益修正利益修正利益修正利益のののの定義定義定義定義】】】】

○東京海上ｸﾞﾙｰﾌﾟでは、以下の定義による「修正利益」を、経営計画や株主還元の指標としている

○「修正利益」は損保事業に特有の各種準備金の影響を除くとともに、資産の売却・評価損益など、
損益の源泉が必ずしも当期だけに無いものを控除することにより、当期の純粋な損益を明確にした指標

○生保事業のように会計的に利益認識が遅れる損益についても、ｴﾝﾍﾞﾃﾞｨｯﾄﾞ・ﾊﾞﾘｭｰ（EV）の当期増加額を
当期の利益項目と読み替えることにより、生命保険事業への投資や取組に対する成果を認識

○日本の保険会計の特殊性を修正することにより、国際会計基準や米国会計基準などにより近い利益認識
が可能であり、海外保険会社との業績比較が容易

【【【【EmbeddedEmbeddedEmbeddedEmbedded ValueValueValueValue（（（（EVEVEVEV））））とはとはとはとは】】】】

生命保険事業の価値評価・業績評価手法の1つで、「純資産価値＋保有契約価値」として計算されるもの

○「純資産価値」：

貸借対照表の「純資産の部」に、純資産に加算することが妥当と考えられる危険準備金および価格変動
準備金（いずれも税引後の額）を加えて計算

○「保有契約価値」：

保有契約から生じることが見込まれる将来の「（税引後）当期純利益」を基礎に、一定のｿﾙﾍﾞﾝｼｰ・ﾏｰｼﾞﾝ
比率を維持するために内部留保する必要のある額を控除した配当可能な株主利益を、ﾘｽｸ･ﾌﾟﾚﾐｱﾑを勘案
した割引率（ﾘｽｸ割引率）で割り引いて計算した現在価値の金額
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＜ ご注意 ＞

本資料は、現在当社が入手している情報に基づいて、当社が本資料の作成時点に
おいて行った予測等を基に記載されています。
これらの記述は将来の業績を保証するものではなく、一定のリスクや不確実性を
内包しております。
従いまして、将来の実績が本資料に記載された見通しや予測と大きく異なる可能性
がある点をご承知おきください。

お問い合わせ先

東京海上ホールディングス株式会社
経営企画部 広報ＩＲグループ

E-mail: ir@tokiomarinehd.com

URL:    http://www.tokiomarinehd.com/

Tel:       03-3285-0350


